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例
一

口

1。 本書は,平成 6年度において財団法人松江市教育文化振興事業国が実施した (仮称)あ じさい団

地造成工事に伴う柴尾遺跡他発掘調査にかかる報告書である。

2.本発掘調査は,ltl豊和不動産から松江市教育委員会が依頼を受け,財団法人松江市教育文化振興

事業国が実施したものである。

3.調査の組織は下記のとおりである。

依頼者 有限会社 豊和不動産

主体者 松江市教育委員会

事務局 教  育  長    諏訪 秀富

生涯学習部長    中西 宏次

文 化 課 長    中林  俊

文 化財係 長    岡崎雄二郎

実施者 財団法人 松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

理  事  長    大塚 雄史

事 務 局 長    佐藤千代光

調 査 係 長    中尾 秀信

調査者 調 査担 当者    飯塚 康行

調査補 助 員    北島 和子

4.調査の実施にあたっては,次の方々の指導と協力を得た。記して感謝の意を表する次第である。

[調査指導]山 本 清 (島根大学名誉教授),渡辺貞幸 (島根大学助教授),池田満雄 (島根考古

学会会長),平野芳英 (島根県古代文化センター主任),足立克己 (島根県埋蔵文化

財センター調査第 5係長),柳浦俊― (同,調査第 5係主事),丹羽野裕 (同,調査

第 2係文化財保護主事),竹広文明 (島根大学汽水域研究センター助手),中村唯史

(島根大学大学院生)

[調査協力]狩 野忠志 (有限会社豊和不動産)

5.翡翠製勾玉及び黒曜石製石器類の鑑定及び分析については京都大学原子炉実験所文部教官助手藁

科哲男氏に依頼し,第 4章の原稿を執筆して頂いた。

6.翡翠製玉類分析試料の借用にあたって,島根県立八雲立つ風上記の丘,東出雲町教育委員会,鹿

島町教育委員会の御理解と御協力を頂いた。

7.出土遺物はすべて松江市教育委員会で保管している。

3.第 4章を除く本書の編集及び執筆,図面の浄書等は飯塚が行った。
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このマークは昭和41年 5月 26日 に文化財保護委員会 (現文化庁)が

全国に公募し、決定した文化財愛護の運動を推進するためのシンボ

ルマークです。

その意味するところは、左右にひろげた両手の掌が、日本建築の

重要な要素である斗棋 、すなわち斗 と棋 の組み合わせによって

全体で軒を支える腕本の役をなす組物のイメージを表わし、これを

二つ重ねることにより、文化財というみんなの遺産を過去・現在・

未来にわたり永遠に伝承していこうというものです。
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I.調査に至る経緯

本遺跡は,松江市衡地東方の上東川津町地内の山林尾根上に位置する。

この山林一帯において伺豊和不動産が (仮称)あ じさい団地の造成工事を計画した際,平成4年度

の埋蔵文化財分布調査の結果,古墳 3基と遺跡推定地 1所が発見され,「柴尾遺跡」と命名された。

この遺跡の取り扱いについては市教委と事業主体者との協議の結果,現状保存が困難であることか

ら,発掘調査を実施して記録保存とすることに決定した。

平成5年度の調査の結果,古墳 3基の内2基が古墳時代前半期の古墳であることが確認され,それ

ぞれ「柴尾1号墳」,「柴尾2号墳」と命名した。また,新たな知見として1号墳と2号墳の間の平坦

地 (遺跡推定地)か らは縄文時代の黒曜石製石器や象J片多数が検出され,縄文時代の石器製作に関連

する遺跡が存在することが明らかとなった。更に調査区西端部では新たに古墳の周濠の一部が発見さ

れ,墳丘はほとんど失われているものの,「柴尾3号墳」の存在が明らかとなった。

この時点で調査計画を変更し,平成5年度には柴尾 1・ 2号墳の全面調査 (300ド)と石器製作跡推

定地の一部 (180ポ)の調査に留め,残 りは平成6年度に継続して調査することとした。また事業主

体者との協議の中で造成工事の区域を拡大する計画が明らかとなり, この拡大区域内にも周知の遺跡

(柴尾4・ 5号墳と呼称する)が存在することから,この調査についても平成 6年度に併せて実施する

こととなった。

平成6年度においては,調査区を西側に拡張して柴尾3号墳の全面調査と石器製作跡の未調査部分

の全面調査及び柴尾4・ 5号墳の全面調査を実施した。現地調査は,平成6年 4月 25日 から9月 9日

までの問合計80日 を要して実施した。

I.周辺の歴史的環境

柴尾遺跡,柴尾古墳群 (1)は松江市上東川津町に所在し,川津,持田平野に向かって北へ伸びる

嵩山西側の丘陵上に位置する。

この丘陵上北方には八色谷古墳群 (2),川津古墳群 (3)が存在 し,ま た周辺丘陵上にも10m前

後の小規模な古墳が存在する。その分布はあたかも川津,持田平野を取 り四むかのようである。

この川津,持田平野を中心とする地域は,古来より人々の生活に適 した土地のようであり,その起

源は,明確な旧石器時代の遺跡は発見されていないものの,西川津遺跡 (46)か ら出上した尖頭器は,

旧石器時代から縄文時代初頭にかけてのものと思われ,既にこの頃には人々の営みがあったことを想

像させる。

縄文時代の遺跡は朝酌川下流域の低湿地帯に存在することが知られており,西川津遺跡 (46),原

の前遺跡 (47),タ テチョウ遺跡 (48)か らは縄文時代早期末～晩期にかけての多量の遺物が発見さ
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れており, この頃には既に定住的な集落が存在 していたことが考えられる。また,貝崎古墳群 (30)

が存在する丘陵の北側斜面では,縄文時代早期末から前期初頭のスクレイパー,金崎古墳群第■号墳

(49)の墳丘下からは晩期の深鉢形土器が発見され, さらに今回の柴尾遺跡の調査で発見された縄文

土器は,早期末葉に比定されることから, この時期に朝酌川下流域の低湿地帯だけでなく,丘陵上で

も人々の生活の営みがあったことが推定され,興味深い。

弥生時代の遺跡として, これまでの調査で明確な住居跡や墳墓等は発見されていないが,西川津遺

跡 (46), タテチョウ遺跡 (48)の包含層中から弥生時代の遺物が多量に発見されていることを考え

ると,朝酌川上流地域の丘陵上または水田下にまだ埋もれている可能性が考えられる。

古墳時代に入ると,川津,持田平野周辺の丘陵上には多数の古墳が築造されるようになる。前期の

古墳は,そ の存在があまり知られていないが,調査された例としては,道仙古墳群 (71),小丸山古

墳群 (63),柴尾古墳群 (1)がある。いずれも一辺10m前後の小規模な古墳で,副葬品に乏しいこ

とが特徴的で,傑出した規模のものは見られないが,今年度の調査で柴尾 3号墳 (1)か ら糸魚川産

出の翡翠原石を用いた勾玉が出上しており注目される。

中期に入ると, これらの小規槙墳に加えて大形の古墳が拠点的に出現する。平野を挟んで西側丘陵

上には金崎 l号墳 (49,前方後方墳全長35m),大源 l号墳 (55,円墳径37m),宮垣 1号墳 (53,円

墳径30m),東側丘陵上には山崎古墳 (42,方墳一辺15m),中 尾古墳 (18,方墳一辺21m)洵ミあり,

それぞれの単位集落での首長の台頭が窺われる。これらの内でも金崎 1号墳は,竪穴式石室を主体部

とし,内行花文鏡,子持勾玉をはじめ豊富な玉類,後に山本編年I期の指標となった須恵器を出上 し

ており注目される。

しかし, この時期の人々の生活を裏付ける集落跡は資料に乏しく,堤廻遺跡 (38)が知られている

程度であるが, この集落は,前期～中期にかけての竪穴式住居18棟 と,掘立柱建物 2棟からなり,多

量の土器類をはじめ,滑石製品や玉の未製品など,その生活の一端を窺い知る良好な資料である。

古墳時代後期になると,川津,持田平野周辺でも横穴式石室が導入され,その最大のものとして薄

井原古墳 (77,前方後方墳全長50m), また朝酌川流域では唯―の前方後円墳である小松谷古墳

(21,全長18m)な どが造られるが, この時期になって主要古墳の立地は,それまでの金崎 1号墳を

中心とする平野の西側丘陵地帯からさらに東方へ推移したかのようである。

また,後期において出雲地方で特徴的な石棺式石室はこの地にも見られ,石棺式石室を持つ古墳 5

基からなる大田古墳群 (69)を はじめ,西宗寺古墳 (■),葉佐馬古墳 (12),荒神古墳 (24),垣の

内古墳 (60)な ど,平野月縁の丘陵裾部に造られている。また,同時期の横穴墓についても同様な分

布状況を示しており,文化の多様性が窺われる。
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Ⅲ.調 査 の 概 要

1.柴 尾 遺 跡 (石器製作跡推定地)

平成 5年度における調査 (A-4,5,6区,B-5,6区 )の結果,縄文時代の遺物包含層を発見

し,黒曜石製石器 (石鏃 7点,ス クレイパー5点,楔形石器 ?1点,未製品1点),黒曜石崇1片 (二

次加工ある象↓片2点,使用痕ある崇J片 2点,象」片52点 ),石核2点,安山岩製スクレイパー1点を検

出した。また地山面においては埋土中に黒躍石象J片を含む土羨 (SK-01)1基 を検出し,石器製作

関連遺跡と推定された。また黒躍石の出上分布状況から,遺跡は更に西へ広がるものと考えられたた

め,平成6年度においては西方及び南方に拡張して調査を実施した。なお,調査区の名称については

(1区 → A-5区),(3区 → A-6区),(3′ 区→ B-5区),(4区 → B-6区)と改称した。

匡正三]平成 5年度調査区域

匠正三]平成 6年度調査区域

第 5図 発掘調査区域図
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(1)遺物包含層について

平成 6年度の調査の結果,柴尾遺跡 (石器製作跡推定地)か ら検出された石製品は黒曜石製石器

(石鏃8点,ス クレイパー2点,未製品1点),黒曜石祭↓片 (二次加工ある景!片 1点,使用痕ある象!

片1点,棄J片54点),安山岩製石鏃 1点,敲石1点の合計69点である。

黒曜石製遺物の出土状況を平面的に観察すると,A～B-3区列からA～B-6区列の間で検出さ

れており,特にA-4～ 5区,A-4西 ～5西区に集中している。地形的に見ると, 1号墳の存在す

る南端部分と2, 3号墳の存在する北端部分は標高が高く,石器が集中している部分はそれに比して

標高が若干低く谷状になっているため,あたかも低レベル方向へ流れ込んだかのような分布状況を呈

している。

上層を観察すると,遺物の包含層が確認されたのは,表土直下から地山直上の上層までいずれの層

位でも出土しているが,最も多量に包含しているのは平成5年度調査時に包含層として確認された第

4層 (黒斑灰色粘質土)である。第4層は地山直上に堆積する厚さ20～30cnl程度の戊,マ ンガンを含

み,硬 くしまった土層である。この上層の分布範囲を見ると,A列～A西列,南北範囲は3区列以北

で見られ,黒曜石の分布範囲と重なる状況が見られる。次に第4層を被覆する第3層を観察すると,

これは厚さ5 cln程度で黒褐色を呈し,やや軟らかい土質であることから旧表土と考えられる土層であ

る。第3層中にも黒曜石の包含が若千認められたが,第 4層に比べるとごくわずかであり,また,第

3層上面及び下面で出土した場合が多いため,第 2層または第4層に含まれる可能性も考えられる。

この第3層の分布範囲は,第 4層の分布範囲と重なる状況を示している。第3層は旧表上であるなら

ば,本来調査区全域に存在していたものであるが,調査区東側では古墳時代における6号墳築造の際

に削平されており,調査区南側でも後世に削平されたものと考えられる。この第3層を被覆するのが

第2層 (淡赤橙褐色土)で,旧表土上及び表土直下において見られ,広 く調査区を覆う客土と見られ

る土層である。この第2層中においても黒躍石は検出されていることから,旧表上の存在しない区域

が後世において削平された際に,包含層まで削平され,谷部へ客土されたものと考えられる。

また,平成6年度の調査においては,前年度に見られなかった縄文土器の破片(No l～ 5)を検出

した。出土範囲はごく狭く,調査区東端のB-3～ 4区の第8～ 9層に限られる。この第8～ 9層は

6号墳の周濠によって途切れているものの,いずれも黒斑暗黄褐色 (炭,マ ンガン混入)を呈し,元

来同一の上層であり,また黒躍石を包含する第4層 よりはやや軟質であるものの,基本的には同質で

あるものと考えられる。この層から出上した縄文土器は深鉢形の上器であるが,厚手でもろく,内外

面に粗い条痕が施され,縄文時代早期末葉に比定されるものであることから,)こ の包含層を第4層と

同質と考えると, これまで第4層を中心に出上した黒躍石も同時期のものと考えられる。

註

(1)島根県埋蔵文化財センター足立克己,柳浦俊一両氏の教示による。
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(2)SK-01について

平成 5年度の調査時に検出された土羨でA-4区 に存在する。平面プランは円形に近い不整形なも

ので,1.3Xl.4m,深さ0,75mを 測り,地山面に掘り込まれている。上羨内の埋土は単一で検出面直

上の第4層と同質の黒斑灰色粘質上が堆積していた。この上羨内からは黒躍石製の石鏃 2(第12図陥

27,28),象 1片 2以上が検出されている。土羨の性格は不明であるが, この上羨を中心におびただし

い数の黒曜石製石器及び素!片が検出されており,石器製作に関連するものとも考えられる。

(3)SK-02について

B-4区 で検出された上羨で, 6号墳の北側に位置する。円形に近い不整形なプランで,0,9×

0。 75m,深 さ0.22mを 測る。 6号墳の周濠と同じく縄文の包含層を切る形で掘 り込まれているため,

6号墳と同時期のもので,あ るいは6号墳に付随したものとも考えられるが, この上羨内から検出さ

れた遺物はなく,遺構の性格は不明である。

9)SK-03について

A-3区 で検出された上羨で,長方形に近い不整形なプランを呈し,1。 7Xl.3m,深 さ1.lmを測

り,地山面から掘 り込まれている。大規模な土羨であるが断面形は袋状を呈しており,貯蔵穴または

落とし穴のような機能が考えられる。上羨内の埋土はマンガンを含む暗灰褐色上で単一層である。ま

た土羨内からの出土遺物はなかった。

(5)SK-04について

A-5西 区で検出された土羨で,不整形なプランを呈し,2.3Xl.55m,深さ0。 85mを測り,地山

面から掘り込まれている。埋土は第4層 より暗い色で軟らかい土 (第12層)が堆積している。上羨内

からの出土遺物は上層から黒躍石製石鏃 (No 8)が 1個出土しているが,遺構の性格は不明である。

(6)SK-05について

A-3西 区で検出された土竣で,楕円形に近い不整形なプランを呈し,1.4Xl.2m,深 さ0。 8mを

測り,地山面から掘り込まれている。埋土はマンガンを含む黄灰褐色上で単一層である。出土遺物と

しては,埋土上層中に土師器細片が 1片あるが遺構の性格は不明である。
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(7)出土遺物について

柴尾遺跡から出上した遺物について図示したものは,縄文土器片5点 (第 9図No l～ 5),石器19

点(第10図～■図)である。また,平成5年度の調査で出上した石器の内,製品については再録した

(第12図～13図 )。

No l～ 5は縄文土器片で,図示したものはいずれもB-4区第9層中から出上したもので,深鉢形

土器の破片と思われる厚手の破片である。いずれも風化が著しいが,調整の手法としては内外面とも

に横方向の粗い条痕が施され,No4は器形が屈曲する部分の外面に刻目が施されている。

No 6～14,16は石鏃である。

No 6はB-4区第9層中から出上した石鏃で,黒躍石製である。逆刺部を一部久損するが,凹基無

茎式で,袂 りはやや浅く,低三角形状を呈する。

No 7はA-4西区第4層中から出上した石鏃で,黒躍石製である。基部に決りはなく,平基無茎式
である。

h8はA-5西区SK-04中から出上した黒曜石製の石鏃で,鏃身部にくびれが見られる。逆刺部

を久損するが,快 りがやや深いタイプのものと考えられる。

No 9はA-3西区第2層中から出上した黒躍石製の石鏃で,鏃身部にくびれが見られる。逆刺を一

部欠損するが,快りはやや深い。

No10はA-5西区第3層中から出上した石鏃で,黒曜石製である。鏃身先端部を久損する。基部は

快りが浅く,弧状を描く。

No■はA-5西区第3層中から出土した石鏃で,黒躍石製である。鏃身先端部は弧状に袂れる。基

部はU字形に快れ,逆刺は長く,先端部は尖らない。

No12はA-4西区第4層中から出上した黒躍石製の石鏃である。鏃身部にくびれが見られ,鏃身先

端部および逆刺部を一部久損するが,形態的にはNQ 8,9と 同様のものと考えられる。

No13はB-3区第2層中から出上した石鏃で,材質は安山岩と思われる。鏃身先端部付近に張り出

し部分があり,やや角張った形となる。基部の決りは浅く,弧状を呈する。

No14はA-1西区第2層中から出上した石鏃で,黒曜石製である。鏃身先端部および逆刺を一部久

損している。快りはやや浅く,低三角形状を呈する。

陥16はA-3西区第2層中から出上した石鏃で,黒曜石製である。鏃身先端部は久損している。基

部は快りが深く,正三角形状を呈する。

No17はA-5西区第3層中から出上した未製品で黒躍石製である。石鏃の未製品と思われる。

No18はA-4西区第4層中から出上したスクレイパーで,黒躍石製である。縦長の象J片の縁辺に押

圧象J離を施して刃部を作り出している。

陥19は B-3西区第2層中から出上したスクレイパーで黒躍石製である。

No20,21は いずれも黒躍石の剖片である。No20はB-4区第9層中,No21はA-4西区第10層中か

ら出土している。

No22は使用痕のある象!片で,A-5西 区第 3層中から出上している。片面に自然面を残す象I片であ
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るが,縁辺に磨滅したかのような使用痕が認められる。

No24はA-4西区から出上した敲石である。淡茶褐色を呈する石材であるが材質は不明である。

端に敲打痕が認められる。

一
　

　

３

８ザ

″

中【〃

′

一

　

　

′

′

辮

10C冊

第 9図 柴尾遺跡出土縄文土器
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2.柴尾 3号墳

柴尾遺跡の調査区北西隅, 2号墳の西側に存在する。マウンドが低いために従来古墳の存在が知ら

れていなかったが,平成5年度の調査時に周濠の南東隅部分が検出されたのを契機に古墳の存在が明

らかとなり,柴尾3号墳と命名された。一辺10mを測る小規模な方墳で主軸は磁北から約36° 東に振っ

ている。調査は古墳の主軸に合わせて十字に上層観察用の畦を設定し,地山面まで掘り下げた。

(1)墳丘築造方法について

墳丘の築造方法は,墳丘盛上下部に旧表土が残っていないことから,旧地表面を削平して墳丘基盤

を平坦に整え,約 8mの方形区画を施した後,その外周に周濠を掘り込み区画内に盛上を施して墳丘

を整形する。マウンドは低く,最大盛上高で約40cln程 である。墳頂部に5,6X4.7mの長方形の平坦面

を造り,盛土上から主体部が掘り込まれている。

(2)周濠について

周濠は墳丘西側辺を除く各辺において明瞭に検出されており,幅0.4～1.2m,深さ0.1～0,3mを測

る。墳丘西側では月濠が途切れているが,西側墳丘において盛上の流出が見られることと,西側墳裾

では周濠延長線上に遺物 (壷No44)が出上していることから,築造当初は墳丘の四周を連続して巡っ

ていたものと考えられる。

出土遺物は各辺の周濠中から検出されており,須恵器はなく,古式上師器のみで小谷式の特徴を持

つものであり,若干黒躍石も混じっている。特徴的なこととしては,東側周濠を除く各辺からは壷・

甕類 (No41,42,45,47,48)を中心とした中に若干高芥 (No52,54)が混じって検出されているが,

東側周濠では,壷・甕類の破片と思われるものがほとんどなく,器台 (陥49)。 高芥 (No53)。 低脚外

(陥50,51)が検出され,器種構成に相違が見られることである。これは東側周濠部分が古墳の正面

または祭礼の場として認識されていたか,ま た東方に隣接する2号墳との関連によるものであろうと

考えられる。

G)SD-01に ついて

3号墳の西側で検出された濤状遺構で,幅 lm,深さ最大0。 28mを測り,北端は3号墳の南側周濠

が西端部において屈曲するあたりに接続し,南端は丘陵尾根部分から外れるあたりで自然消滅する。

濤中には3号墳の周濠と同質の埋上が堆積しており,濤中から出上した壷 (No43),甕 (No46)も 3

号墳のものと同時期のものと考えられるので, 3号墳に関連する遺構で築造当初から存在したものと

考えられる。性格としては, 3号墳の周濠からの排水施設の用途が考えられる。

●)主体部について

第2層を除去した段階で墳頂中央部で不整形な黒褐色上のプランが検出され,主体部直上の落ち込

み上の堆積であろうと考えられた。更に周囲を広範囲に精査すると,落ち込み上のプランを取り囲む
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形で南北3.8m,東西3.lmの方形プランが確認されたため,主体部墓羨の掘り方であろうと考えられ

た。十字に畦を残して掘り下げた結果,土羨底に2基の木棺痕跡が確認され,当初 l基の大形墓羨と

見えたものは土層観察の結果, 2基の墓壊が重複しているものであることが明らかとなった。以下,

先葬のものを第 1主体,後葬のものを第 2主体と呼称する。

第 1主体は墳丘のほぼ中央に設けられ,その長軸方向は3号墳の南北方向にはぼ合わせている。全

長2.6m,幅0,7m,深 さ16.4～24.6clllを測 り,底部がU字形を呈していることから割竹形の木棺であ

ろうと考えられる。棺内からの出土遺物としては,木棺北端部の棺底より約 5 cln浮いたレベルからヒ

スイ製の勾玉 (No55)が 1個出上した。またこの勾玉が出上した木棺北端部分は,棺底のレベルがわ

ずかに高くなっていることが特徴的である。また勾玉出土地点から約60cln南方の,やはり棺底から約

4 cln浮 いたレベルから鉄製品の破片 (No56)が 1点出上した。鉄鏃の破片であろうと考えられる。

第 2主体は第 1主体の西方,わずか30cnlの位置に存在し,主軸はわずかに東方に振っている。規模

は長さ2.85m,幅 0。 45～0.65m,深 さ8～16.lclllを 測 り,第 1主体よりわずかに全長が長く,やはり

棺底はU字形を呈していることから,割竹形の木棺であろうと考えられる。棺内からの出土遺物とし

ては,木棺中央部よりやや北寄 りの棺底から約10cln浮 いたレベルで刀子の破片 (No57)が 1点,棺内

北端部と棺中央部から南寄 りの地点から土師器の細片がそれぞれ l片ずつ出土した。いずれも器種は

不明である。

また, 3号墳の墳丘荒掘中に磨石 (NQ58)洵ミ1点検出されている。他にも盛土中及び周濠中から黒

曜石素!片及び石核転用石器 (No23)が検出されていることから,本来柴尾遺跡に包含されていたもの

が,古墳築造時に盛土中に混入した可能性もあるが,あ るいは本墳に伴う標石 (墓石)と も考えられ

る。

(5)出土遺物について

柴尾3号墳から出上した遺物について図示したものは,土師器14点 (第17図No41～第18図 No54),

勾玉 1点 (第18図 No55),鉄製品2点 (第18図No56,57),磨石1点 (第18図No58)である。

No4は南側周濠中から出土した奏である。口径は26。 8clnを 測る。日縁部は複合口縁でやや外傾して

伸び,端部には平坦面を持つ。稜はやや鈍く,横方向に伸びる。肩部外面に波状文と刷毛目調整を施

す。内面は頚部以下にケズリを施す。

No42は北側周濠中から出上した壷である。口径は20.OcHlを測る。口縁部は複合口縁で直立気味に立

ち上がり端部付近で屈曲して外反する。端部には平坦面を持つ。稜は斜下方に伸びるが鈍い。肩部は

なだらかで外面は縦方向の刷毛目の後に横方向の刷毛目を施し,内面は頚部以下にケズリを施す。

No43はSD-01か ら出土した壷である。口径は21.5cllを 測る。日縁部は複合口縁で大きく開き,端

部には平坦面を持つ。稜は鈍く,形骸化した感がある。頚部は長く,外面には1条の沈線を中心とし

て綾杉状の沈線が巡る。肩部はなだらかで外面には刷毛目調整,内面は頚部以下ケズリを施す。

No441よ墳丘西側斜面から出土した壷である。口径は21。 3clnを測る。日縁部は複合日縁で大きく開き,

端部には平坦面を持つ。稜は斜下方に伸びて鈍いが,No43,45に比べると明瞭である。頚部は長く,
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外面には1条の沈線と貝殻腹縁による刺突文を綾杉状に巡らせる。肩部以下は久損している。

No45は北側周濠中から出上した壷である。口径は23.7clllを 測る。日縁部は複合口縁で大きく開き,

端部は丸い。稜は鈍く,形骸化した感がある。頚部は長いが,外面に装飾は施されていない。

No46はSD-01か ら出上した甕である。口径は17.5clnを 測る。口縁部は複合口縁で端部に平坦面を

持つ。稜はやや鈍い。

No47は南側周濠中から出上した甕である。口径は19。 3calを 測る。日縁部は複合口縁で端部に平坦面

を持ち,外方に拡張する。稜は鈍い。頚部以下は欠損する。

No48は南側周濠中から出上した甕である。日径は16.3clnを測る。日縁部は複合口縁で端部は丸い。

稜は鈍く,頚部以下は久損する。

No49は東側周濠中から出上した鼓形器台である。筒部外径は10。 6clllを測る。口縁部および脚部を久

損する。

陥50は東側周濠中から出上した低脚外である。芥口縁部および脚端部を久損するが,外部は浅く,

脚部は低く「ハ」字状に開くタイプのものと考えられる。

No51は東側周濠中から出上した低脚不の脚部破片である。脚部はやや高く「ハ」字状に開く。

No52は北側周濠中から出上した高芥の脚部破片である。風化が著しく,器厚も薄かったため,取 り

上げ時に細片となってしまったが,外部は内弯気味に立ち上がり, 口縁部との境に角度を付けないタ

イプのものであった。脚部は裾部で屈曲して大きく「ハ」字状に開き,筒部および脚部に径 3 mlBの小

孔を施すものである。

No53は東側周濠中から出上した高芥の脚部破片である。脚部下半でやや屈曲気味に開く状況が観察

される。筒部外面には縦方向に刷毛目調整が施される。

No54は南側周濠中から出土した高不の脚部破片である。脚裾部で屈曲して大きく「ハ」字状に開く

タイプのものと考えられる。筒部外面には横方向のミガキが観察される。

陥55は第 1主体棺内の北端から出土した翡翠製勾玉である。全長4.7cHl,胴 部幅1.5cm,胴部厚1.3

cmを測る。径5.5mmの穿孔は両側から施されるが,内部で生じたズレが段差として観察される。色調

は乳白色の地に透明感のある淡緑色が縞状に混じる。光沢があり美麗な一品である。

No56は第 1主体部棺内の中心よりやや北側の地点から出上した鉄製品である。小さな破片であるが,

無関の鉄鏃の可能性が考えられる。

No57は第 2主体部棺内から出上した鉄製品で,刀子の関部破片である。棺内中心部よりやや北側か

ら出土した破片と棺内北端部から出土した破片が接合したものである。

No58は墳丘荒掘中に出上した磨石である。柴尾遺跡部分から混入したものと考えられるが,あ るい

は3号墳に伴う墓標の可能性も考えられる。

(6)築造時期について

主体部出上の遺物の中では時期を確定できるものがないが,周濠中出上の上師器が小谷式の範疇に

含まれるものであることから考えると古墳時代前期末葉に比定できるものと考えられる。
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11.暗赤褐色±        22.黒 灰色          33.
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第15図  3号墳墳丘断面図
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第17園―柴尾 3号墳出土遺物
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3.柴尾 6号墳

柴尾遺跡の調査区東端部に存在する一辺6mを測る小規模な方墳である。後世の削平を受けた際に

墳丘を失っており,周濠のみが残存している。

この6号墳の周濠は縄文時代の遺物包含層を切る形で掘り込まれており,幅0。 9～1.4m,深さ0。 2

～0,3mを測る。周濠内には淡黒褐色の上層が堆積しており,須恵器,土師器の破片が検出されてい

るが,いずれも細片であり,形態,時期等は不明である。6号墳の築造時期についても不明であるが,

須恵器を伴うことから,古墳時代中期以降のものであると考えられる。
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第19図 柴尾 6号墳平面図
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4.柴尾4号墳

(1)墳丘および主体部について

柴尾遺跡が存在する丘陵上の約150m北方に所在し,調査前の測量時点では一辺10m,比高1.2mを

測る小規模な方墳であると思われた。調査は古墳の主軸方向と,それに直交する形で十字に上層観察

用畦を設定して地山面まで掘り下げた。

調査の結果,南北10m,東西8.5m,墳裾からの比高1.2mを測る方墳であることがわかった。築造

方法としては,尾根筋の自然地形を利用して墳裾にあたる部分の地山を削って整形し,墳央部に最大

約40cHlの盛土を施す簡素なもので,墳裾には周濠を設けていない。

主体部は旧表上下面において,長さ2.lm,幅0.5～0.6m,深 さ5 cHlの木棺の痕跡を確認したのみ

である。恐らく,盛土上から墓羨を掘り込み,旧表土上面に木棺を据えたか,古墳築造前に木棺を安

置し,盛土を施しただけの簡素なものであったと考えられる。この主体部中からの出土遺物はないが,

本墳に伴うものとしては,墳頂部の表上下から土師器の細片 1片(実測不可),北側墳裾表上下から鼓

形器台の破片 1片 (No59),南側墳裾表上下から須恵器甕片1片 (NQ60)力 出`上している。

② 出上遺物について

4号墳から出上した遺物として図示したものは,上師器片 1点 (第23図陥59),須恵器片 1点 (第

23図NQ60),石鏃 1点 (第10図NQ15)である。

NQ59は北側墳裾から出上した鼓形器台の破片である。細片のため全形は不明であるが,筒部は短く,

稜は鈍いなど,小谷式の特徴を持つ。調整等は不明である。

NQ60は南側墳裾から出上した須恵器の壷甕類の破片である。細片のため全形は不明であるが底部に

近い部分の破片であると考えられる。外面に平行タタキ後カキロ調整,内面に同心円状のあて具痕跡

が残る。

No15は南西墳裾の表上下から出上した黒曜石製の石鏃である。鏃身先端部および逆刺を一部欠損す

る。基部は快りが深く,正三角形状を呈する。

C)築造時期について

主体部中からの出土遺物がないため築造時期は不明であるが,北側墳裾表上下から出上した鼓形器

台の破片の年代観から推定すると,古墳時代前期末葉頃に比定できるものと考えられる。

5.柴尾 5号墳

(1)墳丘および主体部について

4号墳に北接する形で存在する古墳で,調査前には不整形な高まりとして見受けられたため,規模

は不明であった。調査は尾根筋方向とそれに直交する形で十字に上層観察用畦を設定し,地山面まで

掘り下げた。

調査の結果, 自然地形を利用した古墳で,盛上を持たない簡素な古墳であり,南北方向の墓域は範
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第21図 柴尾4,5号墳墳丘断面図



囲不明であり,東西は約12.5m,墳裾からの比高約1.5mの規模を持つものであることがわかった。

南側墳裾では4号墳との境界を画する形で周濠が検出され,幅 lm,長 さ10.5m,深 さ20cllを測る。

周濠内からの出土遺物は土師器の細片が検出されたのみで,器種,時期ともに不明である。西側墳据

の表上下からは4.2X3.2mの範囲で古式上師器の破片が多量に検出された。いずれも細片となってい

るが,小谷式の特徴を有するものである。器種構成は鼓形器台1(No62),高芥 1(No63),低脚芥 6

個体 (No64～69)が確認された。また1片の須恵器の細片 (No61)も 検出されている。西側墳裾には

周濠がなく, これらの上師器片はあたかも墳頂部から流れ込んだかのように墳裾にかけて縦方向に連

続して分布しているため,墳裾に供献されたというよりは,墳頂部に供献された土器が後世において

西側墳裾に流出したと考えるのが妥当であると思われる。

主体部と思われる遺構は,墳頂部のやや北側に偏した位置に地山面から掘り込まれた形で検出され,

長さ2.3m,幅0.85～0,95m,深 さ30calを測るやや不整形なものであり,墓羨内からの出土遺物は検

出されなかった。

Q)出土遺物について

5号墳からの出土遺物として図示したものは,須恵器片1点 (第23図No61),土師器鼓形器台 1点

(第23図 No62),高芥 1点 (第23図No63),低脚外6点 (第23図No64～69)である。

No61は西側墳裾から出上した須恵器の壷甕類破片である。細片のため全形は不明である。外面に平

行タタキ,内面はあて具痕をナデ消している。

No62は西側墳裾から出上した鼓形器台の破片である。筒部外径は12.2cmを 測る。細片のため全形は

不明であるが,筒部は短く,稜は鈍いなど,小谷式の特徴を持つ。調整等は不明である。

No63は西側墳裾から出土した高芥の破片である。細片のため全形は不明であるが,芥部と脚部の接

合は円盤充填によるものと思われる。

No64～69は いずれも西側墳裾から出上した低脚外の破片である。完形品はないが,芥底部に穿孔が

あるもの (No68,69)と ないもの (No64～67),脚部の高いもの (No66,69),低 いもの (No64,65,

67,68)がある。

③ 築造時期について

主体部中からの出土遺物がないため,築造時期を決定する根拠を欠くが,西側墳裾から出上した土

師器類が小谷式の特徴を持つものであることから,古墳時代前期末葉に比定できるものと考えられる。
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Ⅳ.自 然科学分析

1.島根県内遺跡出上の勾玉の産地分析

京都大学原子炉実験所

藁 科 哲 男 。東 村 武 信

は じ め に

遺跡から出土する大珠,勾玉,管玉の産地分析というのは,玉類の製品が何処の玉作遺跡で加工さ

れたかということを調査するのではなくて,何ケ所かあるヒスイの原産地のうち,ど この原産地の原

石を使用しているかを明らかにするのが,玉類の原産地推定である。玉類の原石の産地を明らかにす

ることは考古学上重要な意味を持っている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは,中国,雲南, ど

ルマ説,発見後は,専ら国内説で,岩石学的方法および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行った

蛍光X線分析で行う元素比法が顎告されている。また,碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究

は蛍光X線分析法と電子スピン共鳴法を併用し産地分析をより正確に行った例が報告されている。石

鏃など石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため,それぞれの産地分析で得られた結果の意

味も異なる。

(1)石器の原材産地推定で明らかになる,遺跡から石材原産地までの移動,活動範囲は,石器は生

活必需品であるため,生活上必要な生活圏と考えられる。

(2)玉類は古代人が生きるために必ずしも必要なものではない。勾玉,管玉は権力の象徴,お祭,

御守り,占いの道具,ア クセサリーとして,精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。

従って,玉類の産地分析で,明 らかになるとスイ製玉類の原石の分布範囲は,権力の象徴とし

ての玉類であれば,権力圏を現わしているかもしれない。お祭,御守り,占いの道具であれば,

同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。

石器の原材産地分析でしか得られない貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

表 1 ヒスイ製玉類分析資料一覧表

分析No 名称・ 所在地 種  別 遺 跡 の 概 要 そ の 他 出 土 遺 物

36832 寺床 1号墳第1主体

(八束郡東出雲町)

勾玉 1 方墳 C27.5× 22.3m)

第1:割竹形木棺 餞床)

第2～第6:土羨

(第 1主体)斜縁二神三獣島 鉄製太刀,鉄剣,ヤス状鉄
製品3

(墳 丘 中)鼓形器台,高必 (小谷式)
36833 自畑古墳

(八束郡鹿島町)

勾玉 1 墳形不明

箱式石棺 (2.5× 0,4m)

鉄鏃2,銀環と,邦蓋3,芥身6,高芥蓋1,駐 1

36834 友田墳墓群AttSK-08

(松江市浜乃木)

勾玉 1 土羨墓

(2.27× 1.25× 0,78J

ロウ石製勾玉10,黒躍石製石鏃2,サ ヌカイト製石鏃5,

緑色凝灰岩製管玉劉0以上

36835 柴尾3号墳第1主体

(松江市上東川津町)

勾玉 l 方墳 (一辺10m)

第1:割竹形木格

第2:割竹形木棺

(第 1主ω  刀子 1
(第 2主n 刀子2
(周 濠 中)立奏氣 高不,器台,低脚邦

36886 佐陀講武貝塚

(鹿島町字名分)

ケツ状耳飾1 縄文前期貝塚

縄文貝層中出土

縄文土器 (北白川下層L馬 彦崎Z正式,塁木IA94行),

磨石,石錘
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今回分析を行った勾玉は柴尾 3号墳をはじめ島根県内遺跡の寺床 1号墳,臼畑古墳,友田墳墓群,

佐陀講武貝塚の各遺跡から出上した計4個の勾玉およびケツ状耳飾り1個で,出土遺跡,所在地,種

別,遺跡の概要,その他出土遺物を表 1に示す。これら勾玉の分析結果が得られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は,原産地間を区別する人間で言えば指紋のような,その原産地だけにしかな

いという指標を見つけなければならない。その区別するための子旨紋は鉱物組成の組み合わせ,比重の

違い,原石に含有されている元素組成の違いなどにより,原産地同士を区別できなければ産地分析は

できない。成功するかどうかは,とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって

区別できたならば,次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して,一致しない原産地

を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ,碧玉製勾玉,大珠,玉などは,国宝,重要文化財級のものが多くて,非破壊で産地分析が

行える方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功していな罪破壊で分析を行う蛍光X線

分析法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出上した大珠,勾玉,管玉などを水洗いして,試料ホルダーに置くだけの,完全な非破壊

で産地分析を行った。ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求め,試料の形や大き

さの違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をとり, この元素比の値を原産地

を区別する指紋とした。碧玉製玉類はESR法を併用するが試料を全く破壊することなく,碧玉に含

有されている常磁性種を分析し,その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて産地分析に利用した。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は, 日本国内産では,(1)新潟県糸魚川市と,それに隣接する同県西頚城郡青

海町から産出する糸魚川産,(2)軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産手
)(3)鳥
取県

八頭郡若桜町角谷の若桜産,14)岡山県阿哲郡大佐町の大佐産,(5)長崎県長崎市三重町の長崎産であ

り,さ らに,(6)西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石,(71兵庫県養父郡

大屋町からの原石,(3)ゴヒ海道旭川市神居町の神居コタン産,(9)岐阜県大野郡丹生川村の飛騨産原石,

また肉眼的にヒスイに類似した原石で玉類等の原材になったのではないかと考えられる00長崎県西彼

杵郡大瀬戸町雪浦からの原石である。国内産のヒスイ原産地は, これではぼつくされていると思われ

る。これらの原石の原産地を図1に示す。これに加えて外国産として, ミャンマー産の硬玉と台湾産

軟玉および韓国,春川産軟玉などのヒスイの分析も行われている。

ヒスイ試料の蛍光X線分析

ヒスイの主成分元素はナトリウム (Na),アルミ

で比較的含有量の多いカルシウム (Ca),鉄 (Fc),

微量含有されている,カ リウム (K),チ タニウム

ニウム (Al),珪素 (Si)な どの軽元素で,次い

ス トロンチウム (Sr)である。また, ヒスイに

(TI), クロム (Cr),マ ンガン (Mn),ル ビジウ
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1:糸魚川産地 (糸魚川市、新渭県西頸城郡青海町)
2:日 高産地 (北海道沙流郡日高町干栄)
3:若桜産地 (鳥取県八頭秘若桜町角谷)
4:大生産地 (岡山県阿者郡大生町)
5:長崎産地 (長崎市二重町)
6:引 生産地 (静岡県引佐都引佐町)
7:大屋産地 (兵庫県養父郡大屋町ヒロシ谷)
8:神居コタン産地 (北海道旭川市神居町古渾)
9:飛騨産地 (岐阜県大野郡丹生川村折致地)
10:ヒ スイ類似岩産地 (長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪浦)

図 1 ヒスイとヒスイ類似岩の原産地

ム (Rb),イ ットリウム (Y), ジルコニウム (Zr),ニオビウム (Nめ ,バ リウム (Ba), ランタニ

ウム (La),セ リウム (Ce)の各元素を分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行わないときに

は,励起線源のX線が試料によって散乱されたピークを観測し,そのピークの大きさが主に試料の分

析面積に比例することに注目し,そのピークを含有元素と同じく産地分析の指標として利用できる。

ナトリウム元素はヒスイ岩を構成するヒスイ輝石に含有される重要な元素で,出上した遺物が硬玉か

否かを判定するには直接ヒスイ輝石を観測すればよい。しかし, ヒスイ輝石を非破壊で検出できる方

法が確立されるまでは,蛍光X線分析でNa元素を分析し間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法

にたよる他ないのではなかろうか。各原産地の原石の中で,確実にNa元素の含有が確認されるヒス

イ産地は糸魚川,大屋,若桜,大佐,神居コタン,長崎の各原産地の原石でこれらは硬玉に属すると

思われる。Na元素の含有量が分析誤差範囲の産地は日高,引佐,飛騨の原石である。糸魚川産原石

のうち緑色系の硬玉に,肉眼的に最も似た原石を産出する産地は,他の硬玉産地よりも後述した日高,

飛騨,引佐の原石に見られる。各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜産のヒスイ原石は

Srの ピークがFeの ピークに比べて相当大きく,ま たZrの隣に非常に小さなNbの ピークが見られ,

Baの ピークも大きく,糸魚川産では見られないLa,Ceの ピークが観測されている。このCeの ピー

クは大佐産と長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ, これら儀 を含有する原石の産地は,糸魚

川の産地と区別するときに有効な判定基準になる。長崎産ヒスイは,Tiの含有量が多く,Yの ピー

クが見られるのが特徴的である。日高産,引佐産,飛騨産ヒスイ原石は,Caピークに比べてTiと か
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K,ま たFeピークに比べてSrなどのピークが小さいのが特徴で糸魚川産のものと区別するときの

判断基準になる。

春川軟玉原石は,乳白色の工芸加工性に優れた原石で,軟玉であるが,古代では勾玉などの原材料

となった可能性も考えられることから分析を行った。この原石には,Sr,Zrの ピークが全く見られ

ないため,糸魚川産などのSr,Zrを含有する原石と容易に区男Uできる。また,長崎県雪浦のヒスイ

類似岩をとスイの代替品として勾玉,大珠などの原材料に使用している可能性が考えられ,分析を行っ

た。この岩石は比重が2.91と小さく,比重でもって他の産地のものと区別できる。また砒素 (As)

のピークが見られる個体が多いのも特徴である。

これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても,原石ごとに元素の含有量には異同がある。し

たがって,一つの原産地について多数の原石を分析し,各元素の含有量の変動の範囲を求めて,その

産地の原石の特徴としなければならない。

糸魚川産のヒスイは,白色系が多いが,緑色系の半透明の良質のもの,青色系, コバルト系,およ

びこれらの色が白地に縞となって入っているものなど様々である。分析した糸魚川産原石の比重を調

べると,硬玉の3.2～3.4の範囲のものと,3.2に達しない軟玉に分類される原石もある。若桜産,大

佐産の分析した原石には,半透明の緑色のものはないが,全体が淡青緑かかった乳白色のような原石,

また大屋産は乳白色が多い。このうち大佐産,大屋産の原石では比重が3.20に達したものはなく, こ

れらの原石は比重からは軟玉に分類される。しかし, ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられ

る。長崎産のヒスイ原石は3個 しか分析できなかったが良質である。このうち1個は濃い緑色で,他

の2個は淡い緑色で,少 しガラス質である。日高産ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒ

スイに似ている。ミャンマー産のヒスイ原石は,質,種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見

られ肉眼で両産地の原石を区別することは不可能と考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属

するもので,暗緑色のガラス質な原石である。これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別す

る判断基準を引き出し産地分析の指標とする。

ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行うときの判断基準を原石の分析データから引き出すが,分析個数が少ないため,

必ずしもその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地もある。表2に各原産地ごとの原石の比

重と元素比量をまとめた。元素比量の数値は,その原産地の分析した原石の中での最小値と最大値の

範囲を示し,判定基準(1)と した。ヒスイで比重が3.19未満の軽い原石は,硬玉ヒスイではない可能

性があるが,糸魚川産の原石で比重が3.19未満のものも分析を行った。大佐産のヒスイは比重が3.17

未満であった。したがって,遺物の比重が3。 3以上を示す場合は判定基準(1)に より大佐産のとスイで

ないと言える。日高産,引佐産の両ヒスイではSr/Feの 比の値が1ヽ さくて,糸魚川産と区別する判

定基準(1)になる。表3の判定基準(2)には,Cr,Mh,Rb,Y,Nb,Ba,La,Ceの各元素の蛍光X線ピー

クが観測できた個体数を%で示した表である。例えば遺物を分析してBaの ピークが観測されなかっ

たとき,その遺物は,若桜,大佐,長崎産のヒスイではないといえる。
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原 産 地 名
析
数
分
個

蛍光X線法による元素比の範囲

比重   K/Ca  Ti/Ca  sr/Fe  Zr/Sr  Ca/si
産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

‐

　

　

　

　

　

　

ン

　

一

嗣

桜

佐

崎

高

佐

屋

居コタ

騨

娑

湾

糸

若

大

長

日

引

大

神

飛

ミ

台

４

１２

２０

３

２

８

・８

９

４。

２６

１

3.00ハV3.35

3。 12-3.29

2.85ハψ3。 17

3.16ハΨ3.23

2.98-3.29

3,15-3.36

2.96ハΨ3.19

2,95ハΨ3.19

2.85-3.15

3,15-3.36

3.00

0。 01ハψO。 17

0,01-0,91

0,01-0.07

0,01-0.14

0。 00-0.01

0.04^ヤ 0,04

0.03-0.08

0,02^Ψ O.49

0.01-0.04

0.02ハψO。 14

0.003

0.01-0,56

0.03-0.59

0,00ハΨl.01

0。 17ハVO,33

0。 00-0.02

0,00-0,03

0,04-0,16

0,09ハψO。 17

0.00-0,00

0.01-0.26

ND

0。 15ハψ30

3.45-47

3.18-61

0,02^Ψ O.06

0,00-0.37

0,03ハΨO。 33

1.08ハV79

0,04ハΨO.22

0,02ハΨO.10

0.09^Ψ 2.5

ND

0,00-2.94  0,72ハΨ27.6

0,00-0.25 4.33ハΨ48.4

0,00ハψ12.4  3.47-28.6

4。 30ハV16.0

0.00-0.063 5,92-51.6

0,00ハψO.018 36.3^Ψ 65。 9

0.02ハΨ48    0。 95ハV4.81

0。 12ハψO.85  2.22ハヤ17.3

0,00ハ▼1,24  12,7-28,5

0。 01ハΨ23

ND

ND:検出限界以下の濃度

表2 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準 (1)

表3 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準 (2)

原 産 地 名

蛍光X線法による分析元素
(各元素が確認できた個体数の百分率)

Ce晩BaNbYRbMhCr

産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

‐
ｉ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
一

制

桜

佐

崎

高

佐

屋

居コタ

騨

ヤンマ

湾

糸

若

大

長

日

引

大

神

飛

ミ

台

26%  6%  20%  ND 13%  33%  ND  ND
ND  ND  16%  ND l∞ % 100%  67%  67%
ND  ND  44%  ND  33% 100%  67%  67%
ND  ND  ND 100% 100% 100% 100% 100%
廿   tr  ND  ND  ND   tt  ND  ND
88%  75%  ND  ND  ND  Ю   ND  ND
tr  ND  31%  ND  6%  90% 100% 100%
ND 100%  22% 100%  ND  55%  ND  ND
100% 100%  ND  ND  ND  ND  ND  ND
13%   4   ND  ND  ND  35%  ND  ND
世   tr  ND  ND  ND  ND  ND  ND

ND:検出限界以下 tr i検出確認

図2は ヒスイ原石のSr/Feの比の値とZr/Srの比の値の分布を各原産地ごとにまとめて分布範

囲を示したものである。●は糸魚川産のヒスイで,分布の範囲を実線で囲み,こ の粋内に遺物の測定

点が入れば糸魚川産の原石である可能性が高いと判断する。回はミャンマー産のヒスイの分布で,そ

の範囲を短い破線で囲む。糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり両者は区

別できないが, ミャンマーと糸魚川が区別される部分がSr/Feの値 (横軸)2.5以上の範囲で見ら

れる。この範囲の中に,遺物の測定点が入ればミャンマー産と考えるより,糸魚川産である可能性の

方が高いと考えられる。▲は大佐産の,△は若桜産の,▽は大屋産のとスイの分布を示している。

糸魚川と大佐,若桜,大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測定点が入った場合,これら複数の原産

地を考えなければならない。しかし, この遺物にBaの蛍光X線スペクトルのピークが見られなかっ

た場合,表 3の判定基準(2)に従えば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき,その遺物の
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図4 ヒスイ原石の元素比値Na/Sitt Mg/Siの 分布および分布範囲

比重が3.2以上あれば大屋産ではなくて,糸魚川産と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で,独立

した分布の範囲を持っていて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に

外れる。★印の日高産および*印の引佐産ヒスイの分布の一部分が,糸魚川産と重なり区別されない

範囲が見られる。しかし,Ca/Si比 とSr/Fe比を指標とすることにより (図 3),糸魚川産ヒスイ

は日高産および引佐産の両ヒスイと区別することができる。Na/Si比 とMg/Si比を各原産地の原

石について分布を示すことにより (図 4),遺物がどこの原産地の分布内に帰属するかにより,硬玉

か軟玉かの判別の手段の一つになると考えられる。

ヒスイ製勾玉の分析結果と考察

分析した勾玉の中で分析番号36832,36833,36835は 比重が3.3以上 (アルキメデス法)で,蛍光X

線分析で主成分組成のNa元素が観測され,硬玉の範囲に入り硬玉製勾玉と考察した。また,分析番

号86834,36836の勾玉は比重が2.847,2.704で ,Na元素が分析限界以下であるため, これら勾玉は

硬玉の可能性は非常に低いと思われる。これら勾玉の蛍光X線スペクトルと比重を表4お よび図8～

12に示した。これら勾玉の原石産地を明らかにするために,K/Ca,Ti/Ca,Sr/Fe,Zr/Sr,

Ca/Si,Na/Si,Mg/Siな どの各比値を求め表4に示し, また各原産地の原石の元素比重の分布範

囲と比較し図5,6,7に示した。図5では糸魚川産の範囲のみに入る勾玉は36835で,糸魚川,大佐,

大屋産の重なる範囲に入る勾玉は36832で,ま た36833,36834は糸魚川,大佐,若桜産の重なる範囲

ヽヽ
　ヽルぐ、【
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に入り,368361よ どこの産地の範囲からも外れる。これら原石の分布範囲が重なる範囲に入る勾玉は

複数の原石産地を考慮しなければならない。図6では糸魚川産は36835で,36832は糸魚川,大佐,若

桜の重なる範囲に,36833は糸魚川,大屋産に重なる範囲に入る。36836は どこの産地の範囲にも入ら

ない。図 7では糸魚川産の範囲のみはなく,糸魚川,若桜,神居コタンの重なる範囲には36832が ,

さらに大佐にも重なる4重範囲に36833で ある。また,糸魚川,神居コタン,大佐の3童の範囲には

36835で ,368361ま この場合どこの産地にも属さない。この他に比重と判定基準(2)の 合有元素の有無

などの判定を総合して,硬玉,軟玉製の勾玉の原材産地を推測した。その結果を表 5に示 した。前述

の判定では,軟玉製勾玉が日高産および飛騨産か区別できないため,新たにニッケル (Ni)元素を

両軟玉原石の弁別の指標として用いた。今回分析した勾玉の中には日高,飛騨産に属するとスイは見

られず,36832,36833,36835の 勾玉は全ての判定で共通した産地として糸魚川産地が残 り, したがっ

てこれら勾玉の原石産地を糸魚川原産地と同定 した。

∋:標準試料,Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmo面 ,T.&Takeda,E。 (1974).1974 compllation of data
reference samples冷 -l granOdЮ �te and JB-l basalt.Geoche� cal」oumal,Vol.3175-192.

ge∝henicd

IT:糸魚川 WK:若桜 OS:大佐 NG:長崎 HK:日高 IN:引佐 OY:大量
KM:神居ヨタン IID:飛騨,**:判定より少しずれる。
a):(飛騨産原石,42個の平均値と標準偏差)NX/Fe=o,o91± 0.030

(日 高産原石,14個の平均値±標準偏差)Ni/Fe=0.lB5± 0.028

表4 島根県内遺跡出上の勾玉の元素分析値の比重と比重

分 析

番 号

物

　

号

遺

　

番

元素分析値の比重

Kノ/Ca Ti/Ca Sr/Fe Zr/Sr Ca/si Na/Si Mg/Si

分析元素の有無

O有,△徴量, X無

Nb Ba La Ce

試 料

比 重

試 料

重 量

36832

36833

36834

36835

36836

寺床 1号墳

臼畑 古墳

友田墳墓群

柴尾3号墳

佐陀 講 武

0.007   0.008   5,750   0.366  11.598   0.150   0.677

0.001   0.013  13.404   0.049   4.337   0.167   0。 152

32.655   0.636   9.503   0.030   0。 273   0。 000   0.000

0.003   0,015   0.409   2.159   1.927   0。 145   0,069

0.008   0.002  44.424   0,096  999999   1.500  15,700

× × × ×

× × × ×

×  C)  ×   X

× × X X

X X X×

3.328

3.300

2.847

3.329

2,704

2.313

6.326

0.427

30.389

10.376

」G-la) 1.347   0.291   0.333   0,761   2.764   0,022   0.079 加圧固化整形試料

表 5 島根県内遺跡出上の勾玉の原材産地分析結果

分 析

番 号

各分類基準による判定

図5判定  図6判定  図7判定  比重&基壌2)Ni/Fe判定。
総合判定

36832

36833

36834

36835

36836

IT,OY,OS IT,OS,WK F,KM,WK    IT,IN

IT,OS,WK  IT,OY IT,KM,OS,WK  r,IN

IT,OS,WK                 OS,HK    O.004

1T   IT  IT,KM,OS  IT,IN

7.026

糸 魚 川 産

不   明

糸 魚 川 産

不   明

― 型 ―
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2.柴尾遺跡出上の黒躍石製遺物の原材産地分析

京都大学原子炉実験所

藁 科 哲 男・ 東 村 武 信

は じ め に

自然科学的な手法を用いて,石器石材の産地を客観的に,かつ定量的に推定し,古代の交流,交易

および文化圏,交易圏を探るという目的で,蛍光X線分析法により研究を行っている。当初は手近に

入手できるサヌカイトを中心に,分析方法と定量的な産地の判定法との確立を目標として研究したが,

サヌカイトで一応の成果を得たのちに,同 じ方法を黒躍石にも拡張し,本格的に産地推定を行ってい
(1,2,3)
る。

サヌカイト,黒躍石などの主成分組成は,原産地ごとに大きな差はみられないが,不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため,微量成分を中心に元素分析を行い, これを

産地を特定する指標とした。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて,かつ,試料調整が単純,測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。分類の指標とする元素組成を遺物について求め,

あらかじめ,各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値,分

散などと,遺物のそれを対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて,各原産地に帰

属される確立を求めて産地を同定する。

今回分析した島根県松江市上東川津町松本に位置する柴尾遺跡出上の縄文時代早期末の黒曜石製遺

物合計32個について産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒躍石原石の風化面を打ち欠き,新鮮面を出し,塊状の試料を作り,エネルギー分散型蛍光X線分

析装置によって元素分析を行う。分析元素はAl,Si,K,Ca,Ti,Mn,Fe,Rb,Sr,Y,Zr,Nbの 12

元素をそれぞれ分析した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り,それでもって産地を特

定す る指標 と した。黒曜石ではCa/K,Ti/K,Mn/Zr,Fe/Zr,Rb/Zr,Sr/zr,Y/Zr,

Nb/Zrを それぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道,東北,北陸,東関東,中信高原,伊豆箱根,伊豆七島の神津島,山陰,

九州の各地に黒躍石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。これで黒曜石原産地の

殆ど全てがつくされている。元素組成の上から, これら原石を分類すると表 1に示すように95個の原

石群に分かれる。佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音崎,両瀬の両地区は黒曜石の有名

な原産地で,姫島地域ではガラス質安山岩もみられ, これについても分析を行った。隠岐島,壱岐島,

青森県,和田峠の一部の黒躍石には,Srの含有量が非常に少なく, この特徴が産地分析を行う際に

他の原産地と区別する,有用な指標となっている。
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結 果 と 考 察

遺跡から出上した石器,石片で,黒躍石製のものは風化に対して安定で,表面に薄い水和層が形成

されているにすぎないため,表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。

今回分析した遺物の結果を表2に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するために原石群との比較を相関を考慮した多変量統計の手法

であるマハラノビスの距離を求めて行うホテリングのT2検定である。これによって,それぞれの群

に帰属する確立を求めて,産地を同定する。指物の産地同定は各黒曜石原産地からの95個の原石群と

比較して,確立の高い原石産地のものだけを選んで表3に記した。原石産地 (確率)の欄にマハラノ

ビスの距離D2の値で記した遺物については,判定の信頼限界としているO.1%の確率に達しなかった

遺物で, このD2の値が原石群の中で最も小さなD2値である。この値が小さい程,遺物の元素組成は

その原石群の組成と似ているといえるため,推定確率は低いが,そ この原石産地と考えてほぼ間違い

ないと判断されたものである。

今回分析した柴尾遺跡出土黒曜石製遺物の中で信頼限界としている0.1%以上の確率で原石群に帰

属されたものは25個で,マハラノビスの距離D2に よって産地を推定したものは5個で,ま た,原石

産地が特定できなかった遺物は2個で,被熱したためか表面の風化が非常に激しく,分析値が新鮮面

と比較して大きく異なっているのではないだろうか。産地が特定された遺物は全て隠岐産の原石で,

久見産地に特定されたものは28個 (91%)を占めている。一方,加茂産に同定された遺物は1個 (3

%)にすぎない。産地が特定できなかった遺物には,①未発見の黒曜石産地があり,そ この原石を使

0      2翠
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用した石器を分析した場合,②遺物の表面が著しく汚染されたり,または表面の風化が非常に激しく,

分析値が新鮮面と比較して大きく異なっていて,調査した原石群に帰属されない場合などの理由が考

えられる。今回判定できなかった分析番号37003,37011の遺物は後者の理由によると推測された。こ

の2個の遺物はK元素が風化の為に表面に析出し,分析値は相対的にCa/K,Ti/Kの比が新鮮面
の分析値より小さくなり判定できない可能性が考えられる。またMh元素以上では風化の影響は少な

いと考察されるため,Sr/Zrが非常に小さいのは原石の新鮮面分析の特徴を現わしていると考えら

れる。Sr元素の合有量の少ない原石の産地は隠岐島,壱岐島,青森県,和田峠の一部の黒曜石に見

られるが,本遺跡では隠岐産の黒躍石以外は見られないことから,おそらく産地が特定できなかった

2個にも隠岐産の黒躍石が使用されていたと推測した。今回の産地分析で本遺跡では隠岐島の原産地

地方との交流が非常に活発であることが明らかになった。今後さらに多数の遺物を分析し,各産地毎

の原石使用頻度を求めることにより,柴尾遺跡が隠岐産地以外に交易,交流を行った地域が明らかに

なり,産地分析の結果は考古学上より貴重な資料になるのではなかろうか。
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表 1-1 各黒耀石の原産地における原石群の元素比の平均値 (ヌ)と標準偏差値 (σ )
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0819■0019 0,1“

=0.∞
6 0.081■ 0.O10 3.潜 ±0.■7 0。 銀 ■0.031 0.941■ 0.tX30 0.165± 0.∽ 0.tX39± 0.O16 0.039■ 0.002 0.457■ 0008

0.517■ 0.011 0.099■ 0.005 0.蟹7■0.αЮ 2,773■ 0.097 0.観 2■ 0,037 0,818± 0,034 0.197± 0,磁4 0.041■ 0.O19 0.035■ 0,α遊 0.442■ 0はカ
0514■ 0.042 0.098と 0.005 0.αおとO.O14 2,765■ 0.125 0,814■ 0.ぼ選 0.815± 0.042 0.199± 0.d99 0.078± 0.008 0.a34■ 0.α遊 0.443■ 0,Oll
0249± 0017 0.122± 0.006 0.078■ 0011 1.614■ 0.α穏 0995■0.tX37 0 458■ 0.023 0.2tIS■ 0.ω4 0,αると0。91 0.022■ OαX O.334± 0.O13
0.ま汚■0016 0.098と O.005 0.070■ 0.011 2.750■ 0.099 0.805■ 0.042 0.808■ 0.tX12 0.497■ 0,026 0.C7■ 0.O16 0.α″と0.003 0.371■ 0.O10
0253■ 0018 0.122と 0006 0.師7■0.∝β l.643■ 0.090 1.O17■ 0.045 0.459■ 0.明 0.ZX3■ 0明  0.098■ 0.018 0.αると0∞3 0.370± 0.023
0.S10と0015 0.098■ 0.∞5 0,α逍±0.α滑 2.740■ 0.072 0.802■ 0.O19 0,m2■ 0.O19 0,192■ 0.026 0.032■ 0.023 0.tX30■ 0,αX O.ⅨB± 0.∞ 1
0.326と 0.008 0。 128■ 0.O05 0.045■ 0,008 1.813士 O.ぼワ 0,鬱4士 O.034 0454■ 0,020 0。 二79■ O tJ23 0 044■ 0020 0030■ 0.∞2 042± 0.OX0
0.256■0018 0.074■0.∞5 0.068■ 0.O10 2.281■ 0.087 1,097■ 0.ぼ焉 0,434± 0.磁3 0.334± 0.CD O.064■0.Cる  0.α猾±0,002 0.Sお ■0.O13
0,499± 0,020 0,124■ 0.007 0052■0010 2α巧±0181 0802■ 0∝1 0.707■ 0.044 0199■ OCp O.d99■ 0023 0.033■ 0.O02 0442■ 0.015
0593と 0096 0144■ 0012 0.056■ 0,O10 3.028士 C.251 0。 762± 0.040 0,764■ 0,051 0.197■ Oαお 0.038■ 0.α″ 0034■0.∞2 0.449■ 0.lD9
0254■ 0029 0070■0004 0086■ 0010 2213■ 0.104 0969■ 0060 0423■0021 0229と 0.024 0 dS8■ 0023 0げ7■ 0.∞2 0371■0,α滑
0.473■ 0.019 0ユ 48■ O C17 0,060■ 0015 1764■ 0,"2 04B± 0.磁7 0.息ン■0028 0157± 0020 0.025±0017 0032士 O g12 0 469■ 0.O13

青 森 県 内

島

潤

一
二
坂

腰

来

　

甥

第

ケ

折

出

深

戸

″
鶴

“

″

弱

勢

閉

“

0.190■ 0015 0,t175■ 0∞3 0040■ 0.008 1575■ 0.066 1.241と 0,046 0.318■ 0.014 0 Hl士O d33 0 076■ 0.021 0.骸 4■ 0∞2 0.348■ 0.O10
0.346■ 0,Cη  O 132■0007 0231■ 0019 2宏鴻■0.085 0.865■ 0,044 1.106± 0056 0399■ 0.d38 0179■ 0.∝1 0.G38■ 0003 0.499■ 0.O13
0.080■ 0,α湾 0097■ 0011 0013■ 0∞2 0.697■ 0021 012B■ 0008 0.102■ Oα″ O αX■Oα′ 0 0aS■ o.oo4 0.026■ O102 0.379■ 0.OX0
0250■0024 0069■ 0003 0.α電■0.012 2.358■ 0.257 1.168■ 0,062 0.521■ Oα逍 0277■ Oαお 0076■0,t25 0026■ 0.∞2 0まワ±0,015
0.084■ 0,醐 0.104■0.OIX O.O13■ 0.∞2 0.691± 0021 0.123■ 0。∞6 0∞ 2■ 0∞2 0∝9■ 0010 0033■0∞5 0略 ■0.∞2 0期 ■0.∞″
0344■ 0017 0.132■0.007 0.Zη ■0.αB 2.261■ O143 0,861■ 0.052 1,081■ 0,αЮ OSЮ±O Q39 0.186士 O.037 0.037■ 0.∞2 0496■0018

秋 田 県 男 鹿 43 0293■ 0007 0087± 0004 0.223■0.015 1.637■ 0072 1.512■ 0.082 0,920■ 0.054 0.287■ 0.042 0.425■ 0.031 0.027士 C.002 0.362■ Oαお

岩 手 県 石
居
泉

雫

折
花

％

２

拗

0.636■ 0.α増 0.187と 0.O12 0.052± 0,∞7 1,764■ 0∝1 0305■ 0046 0.491■0.021 0期と0.016 0.045■ 0.O14 0.041■ Oα滑 0.594■ 0.O14
0.615■ 0055 0.180±0.O16 0.058■ 0.∞? 1,751■ 0062 0,鍋■0,033 0.421■ 0.∝1 0228± 0.079 0045■ 0.O11 0.041■ OID5 0.p4■ 0.055
0.596■ 0.046 0.177■ 0018 0056と 0008 1,742■ 0072 0.3X4■ 0049 0.420■ 0.025 0.2Ю ■0.O16 0044■0.O13 0.041■ 0.003 0.586■ O tXm

官 城 県 倉
釜

湯
塩

囲

Ｖ

2174■ 0068 0349■00▼ 0.∝7■ 0.∞5 2.544± 0,H9 0,116■ 0.009 0658■ 0.024 0.ユ 38■ 0015 0.020■0.O13 0,073■ 0.003 0956と 0.040
4.828士 O.395 1.嵌Ю■O104 0178と 0.O17 11.〕 乾■1.蟹40.168■ 0.O18 1.298■ 0.α弩 0.165■ 0.O16 0,037と 0.018 0.朗″■0.002 0.“Ю±0.032

山 形 県 山 44 0.285±0021 0.123■0.007 0.182■ 0.O16 1.906■ 0.感お 0,966■ 0.α鸞 ユα″■0071 0.276■0036 0.l19■O α4 0033■ 0.002 0.443■ 0.014

-51-



原  産
原 石 群 名

地 折
敵

げ К Ｋ

σ
ν
・壮

Mn/Zr
Xと ,

Fe/Zr
X■ ●

Rb/Zr
Xと ,

Sr/Zr
X■ ●

Y/Zr
X士 ¢

NL/Zr
Xと ,

A1/K     MK
X■ ,     Xと ,

新 潟 県 一
二
山
川

孵″第板大

餌

ヮ

４４

斃

0.228と 0.013 0.078± 0.O06 0.020■ 0.005 1492と 0079 0.821■ 0.047 0.28840,C18 0.142■ 0.O18 0.04940,O■ 7 0,αИ±0.α凛 0338と0.C13
0.蟹遍と0.032 0.097■ 0018 01120■ 0.006 1.501± 0.ばB O.7V■ 0.106 0.留お■0.029 0.∞ 1■0,022 0.04G■ O.O15 0.αお■0.α″ 0.338■ 0.009
0232■ 0.011 0.068■ 0003 0.169■ 0.017 2178■ 0110 1,772± 0.098 0.772■ 0.046 0.374± 0.047 0.IX■ 0.034 0.C″ と0.002 0,より±0.009
0.569■ 0.012 0.■ 42■0007 0∝B■ 0,∞5 1608■ 0049 0.261■ 0.O12 0蟹ワ■0,O11 0.150■ 0.C15 0.033■ 0.O11 0,∝お■0.α滑 049■■0.ll14

栃 木 県 高 原 山 07部±0.067 0.200■ 0.O10 0044± 0.∞7 2016■ 0110 0.381■ 0,025 0.S02■ 0.028 0.190■ 0.OX7 0.αると0.O14 0.036と Oα″ 0516と0.O12

東 京 都 神津島第一
″ 第二

調

閣

0.381■0.014 0ユ 86と0.嚇 0.102■ 0.011 1,729士 O,C79 04■ ■0,C〃  0689■0.037 0227■ 0021 0.αЮ±0,Cお  0,096± Oα湾 0.504± 0.O12
0317■ 0.016 0.120■ 0.008 0.114■ 0.OH 1833■ O t169 0 615■ 0039 0.656± 0.050 0,303■ 0∝4 0.107■0.α嬌 0033■0.002 0.471■ 0.009

神奈川県 箱根・笛塚
″ ・ 畑宿
鍛 冶 屋

調

４．

凱

6765■ 0.2Й  2.219■ 0.057 0.228士 O O19 9.282■ Oα″ 0048■ 0017 1.757■0.061 0.252■ 0.O17 0.αると0.O19 0.140■ 0.008 1.SB± 0046
2.056と 0.064 0.669士 O O19 0.076■ 0.α′ 2.912■ 0.104 0.06240,007 0.680と 0.029 0.雰″■0.Oli O O■ ■±0.0■O O.080■ 0.005 ■.逆お■0.031
1663■ 0071 0.38ユ ±0019 0,d66■ 0∞7 2139■ 0.α7 0073■ 0.008 0.αつ±0.025 0.154■ 0.α滑 0011■0009 0.067士 O.005 0.家XttO 020

静 図 県 賀

西

多

峠

上

柏

卵

弱

ユ329と 0.078 0.294■ 0,018 0.041■ 0.006 1697士 O.068 0.087士 O.009 0.551■ 0.α4 0.138■ 0.Ol■  0.O10■ 0.009 0。 αp■0.004 0.まお±0.O18
1213■ 0.164 0.314■ 0.028 0.031± 0.004 ■.699■ 0.167 0.I13■ 0.∞70.391■ 0,磁20.143■0.∞7 0.009■ 0.∞9 0.047■ 0.∞4 0.閣±0.∽

富 虫 県 魚 津 O.野8■ 0.013 0.065■ 0.004 0.064■ 0,008 2084■ 0.095 0.9tBと 0.057 0.641■ 0.046 0.194■ 0.O14 0.102■ 0.盟 0.α7■0,002 0.372± 0.009

石 川 県 比 那 17 0,370■ 0.O14 0.087± 0004 0.060■ 0.009 2,αp±0.167 0.639圭 0,028 0.5344o.o23 0.172■ 0.αお 0.624o.o48 0.032と 0.002 C.“ると0.O17

福 井 県 島

山塁

安

三

0.407■0007 0.123■ 0.005 0.038■ 0.006 ■.628± 0.05i O.643と 0.041 0.6754o.cal o.ュ 4■0.ell o.o61■ 0.O16 0.はワ■0.α珍 0.450■ 0.O10
0350■ 0.04 0.123■ 0.008 0.036■ 0.006 1.561■ 0.081 0.ma圭 0,03X O.798■ 0.∝Ю O.Om4o.ell o.ぼ 諺とO.043 0。 C落■0.磁 0.981■ 0.噛

原  産
漂 石 群 名

地 射
酸
Ca/( り
・４

M7Zr
X■ σ

Fe/Zr
X士 ●

Rb/Zr
Xと ,

Sr/Zr
X■ ●

Y/Zr   Nb/2r
Xと ,    Xと , И・坤條・浄

群 馬 県 大 窪 沢 42 l.481■ 0.117 0.466■ 0,t121 0.042■ 0006 2.005■ 0.435 0.I之 ■0,O11 0.841■ 0.044 0.105■ 0.O10 0.094o.oo8 0.033■ 0.005 0.459■ 0.O12

長 野 県 霜 ヶ 峠

和日峠第一

″ 第二
″ 第三
″ 第四
″ 第二
″ 第六
鷹山・和田

男 女 倉
麦 車 峠

ｍ
瑯
▼
鬱
ｖ
Ｔ
出
翻
］
鶴

0.1調■0.Otp O.06S■ 0003 0.104■ 0,011 1.339■ 0.tL7 1.1764o.o47 0.960■ 0.α4 0.275■0.d90 0.1ワ ■0,αB O.Cお■0.002 0.欝 1■0.OX3
0.167■ 0.028 0.049■ 0.008 0.l17± 0,011 1.346■ 0085 1853■ 0.424 0.l12■ 0.αお 0.409■ 0.048 0,43940,α お 0.025± 0.002 0蛋爵■0.O16
0146■ 0.∝B O.032■0.003 0.151■ 0.O10 1.461■ 0∝p 2.449■0.■ 35 0.086■ 0.042 0.517■ 0.044 0.l186■ O.C万  0.C7±0002 0ま溝±0.107
0248■ 0.048 0.はИ±0012 0。 114±0,O11 1.520± O182 1.673■ 0.■ 40 0.274■ 0.404 0.374± 0.048 0.影2■0。αИ O.Cると0∝B O.348■0.O17

0144■ 0,OV O.063± 0.004 0.094■ 0009 1.373■ 0.085 1.3■ 1■ 0.037 0.ぷ汚■0.m O.蜜珀■o.038 0.09040.C2 0.α B■0.002 0.331± 0.O19
0176■ 0.OX9 0.075■ 0.040 0.073■ 0,Oll l.282■ 0,086 1.05340196 0.275■ 0.058 0.184■ 0.042 0.0664o.α 4 0.囲■0.002 0.朗 ■0.043
0156■ 0,011 0.055■ 0.005 0.095■ 0.C12 1.よ増±09X l.5234o o98 0.434± 0.03■  O.279■ 0.tX19 0.O10■ 0.O17 0。 Cn■ o.oo2 0.313■ 0.O12

0138■ 0.004 0,042■ 0,002 0.123■ 0.040 1.259■ 0041 1,978■ 0.償7 0.045■0.040 0.442■ 0.039 0.142■ 0.α2 0.026■0012 0.960■ 0.O10
C ttB■ 0.026 0.I02■ 0010 0.059と 0008 1.169± 0.081 0.70ユ ■0,X09 0.409■ 0.032 0.42840。 C4 0。α語±0.O17 0.Cお 圭0.002 0よИ±0.008
02G3■ 0,020 0。 138±0.O11 0.049■ 0.008 1.403■ 0.069 0。ま乾±0.048 0.764■ 0.031 0.401■ 0.O18 0.似お■0.O16 0.C力 ■0.002 0,401■ 0.O17

島 根 県 茂
井

見

加
津
久

２０

約

３．

0154■ 0.008 0.092■ 0009 0.O18■ 0.003 0,943■ Oαp O.289■0.O16 0.006と 0.003 0.0474o.olo O.144■ 0.O19 0.122と 0∞1 0269■ 0.O17
0150■ 0,008 0.100■ 0.003 0.045■ 0.002 0,919■ 0∝埒 0305■ 0.O10 0.043■ 0.003 0.04640.O13 0,I認■0.007 0.tF2■ 0.∞ 1 0.258■ 0.006

0142■ 0.004 0.061■ 0002 0.02040,o03 0.981■ 0。048 0398■ 0.043 0.∞ 1■ 0.Ⅸ2 0.0934o.o45 0,Zつ と8.O10 0,CB■ 0,002 0.317■ 0.αお

大 分 県 崎

一
二
三
崎

積
瀬

辮輯＊″第キ″第”卸塚

れ

田

鬱

Ю

力

２５

拗

0216■ 0.OV O.045士 0003 0.428■ 0057 6.897■ 0。まお 1.窟猾±0.ZЮ  l.572± 0.480 0.留あと0.088 0.Sを ■0.099 0.035■ 0,002 0.4k8■ 0.O11
0.221■ 0.021 0.045■ 0.003 0.450■ 0061 7248■ 0.668 1917± 0。194 1.6al± 0,173 0.骰馬■0057 0.α滑■0.К汚 0.035■ 0,αワ 0.49■0009
0634■ 0.0470.140■ 0.O13 0.194と O∽G 4.399■ 0,乾20.6望と0.0773.162■ O.4890,144■ 0031 0.240■ 0.041 0.038■ 0。∞2 0.451■ 0.Oll
1013■ 0.1400.2Xl■ 0026 0.126■ 0.O16 3.491■ 0,231 0.305± 0.∝740024o.1740.40940.o21 0。 V■0.980.040■ 0∞4 0.守1■0.O17
1,074■0.■ 10 0.224■ 0024 0.122■ 0,O12 3.460■ 0.“1 0.286■ 0.0484.Ol雌0.170.Ю ユ±0,0220.出■0。αる 0.040■ 0.003 0.469■ 0,O14
0償増■0.066 0,141± 0016 0.189■ 0,a30 4.398■ 0,425 0.6tS■ 0.096 3.雰Xと0.2И  O.451■ 0,α増 0。多6■0.m OtB7■ 0.002 0.448■ 0.O15
0.313■0.023 0127■ 0,009 0.06S■ 0.040 1489■ 0.124 0,a10■ o.o51 0.686■ 0.観姥 0.1754o.o18 0.102■ 0。臣Ю O.Cお±0,002 0.371■ 0009

佐 賀 県 腰 岳 26 0214■ 0.015 0029と 0.∞1 0.076■ 0,O12 2694■ 0.110 1.686と 0.085 0.■ 1■ 0.030 0.293■ 0039 0.57■ OoC, 0.C7■ 0.002 0.356± 0,008

長 時 県 辻

消

川

一
二
〓

四
姫

一
三

一
二
〓
崎

脅

帝
角

鱒

″ 第

″ 第

″ 第

淀

韓

″ 第

鵜

″ 第

″ 第

大

Ｖ

熔

掛

閉

▼

・６

諺

４

２５

▼

Ю

″

・９

必

0.165■ 0.012 0.066■ 0,002 0.034■ 0.003 1.197± 0.Oatl o.4113■ 0.O12 0005± 0.004 0.H4■ 0,O12 0.留ると0.008 0.024■ 0.002 0。 然И■0,008
0161■ 0.011 0064■ 0002 0.dB4■ 0.αB l.209圭0.αη O.虫汚■0.008 0.005■ 0.004 0,l19■ 0.O16 0留 2と0.O10 0.α巧■0.002 0.塞X■ 0.OIB

O.138± 0.O10 0.037■ 0,002 0.05S■ 0.007 1.741■ 0.089 1.880■ 0.076 0042■ 0.Ok2 0.303■ 0.梃電 0.652■ 0.036 0,αお±0.002 0.358■ 0,O10

0218■ 0.O10 0.029■ 0∞2 0.085■ 0.O13 2.692■ 0.125 1.674■ 0,αX O.439と0.027 0.顔X■0.047 0,864o α4 o.α7■0.002 0,359■ 0,042
0,176■ 0.O16 0.030± 0,004 0,062■ 0.α2 2.364■ 0.389 1.6t7■ 0.245 0.308■ 0.074 0.頻″■0。αお 0.2111■ 0.050 0,αお■0.002 0.鼠】±0.040

0.245■ 0.O19 0.060■ 0.006 0045■ 0.O12 1.975■ 0.240 0.878■ 0.099 0.421± 0.観■ 0.130■ 0.∝Ю O.14540,CB O.α お■0.002 0.358± 0.O13
0.2B7■ 0.O19 0.06T■ O.004 0.044■ 0.007 1.906■ 0。 106 0.76Sと 0.074 0.484■ 0.034 0.l15■ 0,α4 0.117■0,048 0.αB■0。∞1 0.まフ■0.007

0,舒冷■0.0望  0.080■ 0005 0.042■ 0.007 1.804■ 0.065 0.よつと0,C″  0.ま X± 0.035 0。
"7■
0.OX8 0,ユ 17■ 0.O14 0.αつと0.002 0.374■ 0,009

0248± 0.OV O.058■ 0008 0.057■ 0.007 ユ884■0.085 0.832■ 0.092 0.403■ 0.025 0。 142■0.C■  0.IS24o.o■ 7 0.αお■0.002 0.まお■0.007

0.舒ア±0.030 0.080■ 0.017 0,045■ 0.∞7 1.832■ 0。074 0。鼠隠±0,088 0.488■ 0.030 0.090■ 0.ぼЮ O.0934o.g4 0.α ″■0.002 0.358± 0。O12

0492■ Oαめ 0.027■ 0.∞3 0,080■ 0.O16 2699■ 0.215 1.780■ 0.164 0.4増 ±0.償逓 0.342と 0.αお 0,259■ 0.040 0,C″ ■0.O12 0.358■ 0。008

04H±0,042 0.073■ 0006 0.102■ 0015 2.898■ 0.204 1.221± 0.094 1.951± 0.124 0.XB■ 0.047 0.宏■■0.034 0.償X■0.002 0.983■ 0.O10
0257± 0.035 0.062■ 0009 0.OS4± 0.009 1939=0.131 0.8X2■ 0.l13 0.436■ 0.α認 0.101と 0.αtt C.14540.ば 7 0,Cお■0.lXJ2 0.&X■ 0.Oll
O.161■0.O11 0.051■ 0.αワ 0.037■ 0006 1718■ 0.056 0。 948■0.αЮ O.lT9■ 0.O18 0.191■ 0。αお 0.I″■0,O19 0,024■ 0.α″ 0.340■ 0,006

熊 本 県

藤

冠 ヶ 岳

白  浜
桑ノ木津留

第一群

第二群

国
際

小

南

拗

酌

“

２．

４０

　

，

欝

0347■ 0023 0,127■ 0.∞5 0.063と 0007 144こ と0.070 0.611■ 0.αη O.703■ 0,044 0.■ 75と 0.ZB O.097ELO.0■ 7 0.023■ 0.002 0.320■ 0,007

0.261■ 0.O16 0.214■ 0007 0.034■ 0.003 0,788■ 0,033 0.326と 0.O12 0.278■ 0。tl15 0.069■ 0.O12 0031■ 0.009 0.021■ 0.∞ 2 0.243■ 0.00B

0258■ 0,009 0214■ 0,∝お 0.∝増■0005 0.794と 0.078 0,舒p±0,O17 0.275■ 0.040 0.066■ 0.O11 0.∝B■0.009 0 αЮ■0.003 0."3■ 0,αB
O.261■0012 0.211■ 0.00B O.032■ 0.003 0。 780■0,098 0.324■ 0.O11 0279■0.047 0,064± 0.O11 0037■ O.006 0.αると0.002 0.277■ 0009
0,197■ 0,020 0.104■ 0008 0.025■ 0.006 1.405■ 0,073 1.048■ 0.087 0.348■ 0.028 0.163■ 0023 00334o.o17 0,O19■ 0.∞1 0.273■ 0.O17

0207■ 0.015 0094■ 0.006 0.070■ 0.009 1.521■ 0.075 1.080■ 0.048 041a■0.o20 0.宏お■0034 0.063■ O.αИ O,020■ 0.003 0.314■ 0.OXl

O.261と 0.O15 0.094士 O O06 0 066■ 0.040 1743と 0095 1242■ 0.060 0,753と0.039 0.205士 C029 004740.036 0,α″■0.002 0.SB■ 0.019

鹿泥島県 出水(日東)
五 女 木

上 牛 鼻

平 木 場

竜 ヶ 水

長   谷

４２

Ｖ

４

望

閉

釦

0262■ 0.0お  0143± 0006 0022± 0.004 1178■ 0.040 0,712■ 0.CB O.408と0.α6 0.I∞■0018 0αつ±0.043 0019■ 0.004 0.275■ 0006
0266と 0.021 0.140■ 0∞6 0.O19■ 0,∞3 1.ユ?0■ 0.∞40,705士 C.骸70.4054o.o21 0108■ 0.O15 0,囲 ■0.O130.O19■ 0.∞■ 0.275± 0006
1629■ 0.098 0.804■ 0.037 0.0開 ■0.006 3.342■ 0.215 0188■ 0.043 1.10S■ 0.056 0.087■ 0.009 0.α″■0.αp O.036■0.002 0.∞ 1■0011
1944■ 0.054 0,912■ 0028 0.062■ O l105 3.975■ 0,182 0.184■ 0.O11 1,2664o.o49 0.093と 0.O10 0,021■ 0.O10 0038■ 0003 0.408■ 0,O10

0514士 C032 0.167■ 0008 0.063と 0.009 ユ524■0.079 0619■0.038 0,719■ OαИ O.115■ 0019 0.082■ 0,O16 0,037± Oα滑 0523■0.009
0.猟隠■0032 0.137■ 0006 0,065■ 0010 1815■ 0.062 0.644■ 0.028 0.駅Ю±0.029 0.146■ 0.鬱 1 0.∝お■0.αЮ O.037と 0,α滑 0,P/4■ 0.O12

JG 127 0755± 0010 0.202± 0005 0.076■ 0.Olユ  3″59± 0111 0.993■0.036 1.331■ 0,046 0.251■ 0,C7 0.405■ 0.O17 0.αBttO∝″ 0342■ 0.004

表 1-2 各黒耀石の原産地における原石群の元素比の平均値 (ヌ)と標準偏差値 (σ )

キ :ガ ラス質安山岩 aJ:Ando,A,kurasawa,H,Ohnd,T.&Tareda,E(1974).1974 compittdon tr由 雌 on the cSJ騨膿胴iCal■ereren∝ samples置 -1

口電nOdionte and JB-l basar Ceochelnical」 oum』,Vol.8,175-192
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表2 柴尾遺跡出上の黒曜石製遺物分析結果
料
号

試
番

Ca/K  Ti/K Mh/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K  Si/K

36879 .127      .063      .025     1.029      .394      .000      .102      .251      .018      .252

.136      .063      .023      .958      .397      .004      .099      .229      ,018      .252

36881 .130      .061      .019      .943      .419      .002      .093      .231    ・ .014      .245

36882 。108      .059      .016      .935      .402      .003      ,080      .244      .018      .248

36883 。159      .065      .019      ,961      。398      .000      .083      .237      .017      .241

36884 。138      .061      .023      .976      .396      .003      .087      .232      .018      .253

36885 .142      .062      .021     1.003      .419      .003      .096      .268      .018      .247

36886 .129      .059      .019      ,986      .404      .004      .108      。236      .017      .239

36887 .127      .063      .022      ,961      .407      .000      ,104      .223      .018      .255

36888 .136      .061      .023     1.045      .407      .003      .102      .237      .018      .250

36889 。140      .058      .023     1.031      .402 、    .004      .099      .242      .012      .247

36890 。143      .060      .017      .998      .412      .007      .115      .228      .018      。247

36891 .129      .064      .021      .974      .400      ,000      ,091      .241      .000      。227

。129      .066      .018     1,014      ,393      .004      .095      .221      .019      ,258

36893 。138      .066      .024     1.006      .409      .000      .106      .227      .017      .245

36995 .139      .061      .021     1.053      .427      .000      .094      .258      .016      .246

36996 。137      .061      ,022      .988      .419      .003      .098      .241      .018      .246

36997 114      .059      .018     1.000      .416      .000      .102      .244      .018      .247

36998 .131      .059      ,018      .988      .402      ,000      .106      .234      .014      .252

36999 。131      .059      .020      ,980      .402      .002      .087      .227      .016      .241

37000 。131      .063      .021      .954      .398      ,004      .092      .243      .017      .248

37001 .172      .066      ,026     1.031      .396      .000      。109      .237      .020      ,247

37002 。148      ,064      .019      .972      .373      .005      .097      .226      .000      .210

37003 .086      .040      .021     1.058      .410      ,000      ,099      。222      .011      .175

37004 .115      .067      .025      .898      。399      ,000      .115      .232      .021      .248

37005 。105      ,046      .022      .953      .406      .000      ,083      .244      .013      .187

。133      .066      .022      .961      .406      .003      .094      .236      .016      .245

37007 。133      .062      .021      ,980      .392      .000      .119      。231      .017      .246

。126      .055      .019      .958      .405      。005      .099      .226      .017      .253

37009 .158      .060      .018     1.001      .418      ,000      .096      .241      .017      .241

37011 .067      .034      .011      ,385      .381      .000      。116      。253      .010      。145

37012 .139      .064      .020     1.056      .425      .000      .119      .242      .016      .257

表3 柴尾遺跡出上黒曜石原材産地推定結果一覧表

36879 縄 文 時 代 早 期 末 久 見 (0.5%) 久 見 石 鏃

2 86880 A-6区 41% 石 銹

3 36881 A-4握 4層 中 3% スクレイパー

4 36882 スクレイパー

5 36888 2%) 石 核

6 36884 -6区 3層 中 ″ (90%) スクレイパー

7 36885 A-4区 SK-01中 石 銹

8 36886 SK-0■中 6% 石 鉄

9 36AR7 石 鏃

86888 32フ

`

スク レイパー

36889 -4区 9 259イ 石 鱗

36890 B-3区 2 ス クレイノミ

36891 A-5西 区 3 石 雛

36892 A-5西 区SK-04中 石 鉄

38898 石 鏃

86995 ″ (14身r) スク レイパー

36996 A-6区 aら り照)

36997 B-5区
36998 ″ (30%) 使 用 痕 あ る剣 片

20 36999
37000

DZ=76)
37002 A-4区 4層 中 立

一24 37003 A-4区 SK-01中 著

37004 B-4区 2 (Da==1。 7) 久 見 剣 片

37005 斑L協  (D2==113) 方口,電 alJ片

37006 中 久 見 (12%) 久 見 二 次 加 工 あ る剣 片

37007 膏中 Cll片

37008 巨中 剣 片

37009 A-4西 区 lC 中 勒
一

銘1片

37011 A-4西 区 4 中 著 しと ell片

中 (9,() 久 見 ktt片

-53-



V。 ま と

平成 5年度から6年度にかけて調査を行った柴尾遺跡 (石器製作跡推定地)か らは総計142点もの

石器及び象J片を検出した。この内97.9%が黒躍石 (石鏃■.5%,ス クレイパー5%,その他製品及び

未製品2%,石核 1%,禁J片類78。 4%)であり,景J片の比率が非常に高く,本遺跡において石器製作

を行っていた可能性が推定される。しかし遺構として検出した土羨の内,平成5年度に検出したSK

-01は埋土中に黒曜石製品,素J片を多量に含むことから石器製作関連のものと考えられるものの,そ

の他の上壊については性格が不明であることと,住居跡らしい遺構も検出されていないため,二人集

国の規模,生産形態,存続期間などは不明である。平成6年度において検出した縄文土器は,器高が

厚く,内外面に粗い条痕が施されており,縄文時代早期末葉のものと考えられるが,破片数点の出土

に留まり,出土範囲も限られているため, この時期を中心としたごく短期間の内に小規模に行われた

ことが考えられる。

また,出上した黒曜石の内32点の試料を抽出して蛍光X線分析を行った結果,隠岐久見産29点,隠

岐加茂産 1点,風化のため不明2点という結果が得られた。近年,藁科哲男・東村武信両氏,三浦清

氏によるX線分析により,県内出土黒曜石について,石材の産出地が明らかにされつつある。これま

での分析結果によれば,県東部地域は圧倒的に隠岐久見産の石材,浜田市付近より以西の地域では隠

岐久見産を主体とする中に,大分姫島産,佐賀腰岳産のものが混入するという状況が明らかにされて

いるが,本遺跡出土の黒躍石は不明な2点を除いて全て隠岐産のものであることから, これまでの研

究成果を裏付ける結果となった。

柴尾3号墳については出土遺物が小谷式の特徴を持つことから,古墳時代前期末葉に築造されたも

のと推定され,平成5年度に調査した2号墳とほぼ同時期に尾根筋東側に2号墳,西側に3号墳が相

前後して営まれたものと考えられる。3号墳について特筆すべき点としては,第 1主体部にヒスイ製

の勾玉が副葬されていたことである。

ヒスイ製の玉類について,管見の限り出土例を集成したものが第24図であるが,本遺跡出土例を含

めると,島根県下では7遺跡 (勾玉 6,棗玉 1,管玉 1,日玉 1),鳥取県下では16遺跡 (勾玉13,

丁字頭勾玉5,獣形勾玉 1,棗玉2)の出上が報告されており,その分布は鳥取県に集中する状況が

窺われる。

ヒスイ製玉類を出土した遺跡について見ると,縄文時代の遺跡や弥生時代の集落遺跡からの出土も

若干見られるが,そのほとんどは古墳時代前期後半～中期にかけての墳墓主体部中副葬品としての出

土である。古墳の概要としては,政治的,農業的な単位地域において首長クラスの墳墓と目される寺

床 l号墳,古郡家 l号墳,馬山4号墳,北山1号墳などの大規模古墳に,舶載青銅鏡や豊富な碧玉,

焉璃製玉類,鉄製品とともに副葬されている例をはじめ,単位地域を構成する世帯共同帯的単位の中

での有力な家長クラスの墳墓と目される20～30mの中規模古墳,柴尾3号墳のような10m前後の小規

模古墳からの出土例までパラエティーに富んでいる。このことから, ヒスイ製玉類の意義について考
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える時に,青銅鏡のように王権の象徴とするには根拠に乏しいものの, ヒスイが碧玉,馬璃に比べて

はるかに入手困難であったことを考慮すれば,単位地域の中では卓越 した階層の象徴であったこと

が考えられる。

両県下ではヒスイ玉類の原産地について分析された例は少ないが,今回島根県内の資料について藁

科哲男 。東村武信両氏による分析が行われた結果, ヒスイと判断されたものは全て新潟県糸魚川産出

の石材を使用 していることが明らかとなった。近年,両氏の研究成果により,全国的に古代の玉作 り

において使われるヒスイは,そのほとんどが糸魚川産出の原石を使用 していることが明らかにされ,

ヒスイ原石をめぐる古代の地域間交流が想定されているが,山陰地方にもヒスイをめぐる交流があっ

たことを裏付ける資料として有意義である。

柴尾 2, 3号墳について振 り返ってみると,一辺10m前後の小規模な古墳であるものの,古墳の規

模に比べて内部主体には割竹形木棺を採用するなど卓越性が認められる。川津地区は,現時点では中

～後期古墳の数の多さに比べて前期古墳の資料が少なく,未解明な地域ではあるが, ヒスイ製玉類を

持ち得る程の権力者の奥津城であった可能性が考えられる。また,出土土器の内, 2号墳から出上し

た頚部に突帯を持つ壷形土器, 3号墳から出上した頚部に綾杉状文様を施す壷形土器,脚部に穿孔の

ある高芥は,県内では類例が少なく,松本 1号墳に見られる程度であるが,鳥取県では比較的類例が

見られるタイプのものであり, ヒスイ製玉類の出土遺跡も鳥取県に多いことから関連性があるようで

ある。川津地区の古墳時代前期の様相と併せて今後さらに検討すべき課題であると思われる。

参考文献

(黒曜石・ヒスイ原産地分析関連論文,島根県関連)
・宍道正年 「黒曜石をめぐる問題」『島根県の縄文式上器』1974年
・藁科哲男。東村武信 「岩塚I遺跡出土の黒曜石,サヌカイト遺物の石材産地分析」『中国横断自動車道建設に
伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―Ⅲ―』島根県教育委員会,1985年
。平野芳英 「隠岐島産の黒躍石」『山陰考古学の諸問題―山本清先生喜寿記念論集―』1986年
・三浦 清「黒曜石小考―島根県下の縄文遺跡から出土する黒躍石の原産地推定法をめぐって一」『島根大学教
育学部紀要 (自然科学編)』 第20巻,1986年

・三浦 清「黒躍石製の石器とその起源について」『新模原遺跡発掘調査報告書』匹見町教育委員会,1987年
・藁科哲男。東村武信 「島根県内遺跡出上のサヌカイト,黒躍石製遺物の石材産地分析」『一般国道9号線松江
道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅶ,布田遺跡』島根県教育委員会,1991年
・森浩一編 『古代翡翠文化の謎』『古代翡翠道の謎』(新人物往来社)の中で藁科哲男。東村武信両氏による全
国規模でのヒスイ原産地推定結果が報告されている。
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(ヒ スイ製玉類出土遺跡報告書,島根・舟取県)
。寺床 1号墳 『寺床遺跡発掘調査概報』東出雲町教育委員会,1983年
・臼畑古墳 『菅田考古』第16号,島根大学考古学研究室,1983年
・友田墳墓群 『松江圏都市計画事業乃木土地区画整理事業区画内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』松江市教
育委員会,1983年

・水田ノ上A遺跡 『水田ノ上A遺跡,長グロ遺跡,下正ノ田遺跡』匹見町教育委員会,1991年
・面影山74号墳 『面影山古墳群・吉岡遺跡発掘調査概要報告書』鳥取市教育委員会,1987年
・面影山90号墳 『面影山古墳群発掘調査概報一面影山89。 90号墳の調査―』鳥取市教育委員会,1991年
。六部山46号墳 『六部山古墳群』財団法人蔦取市教育福祉振興会,1994年
・美和34号墳 『美和古墳群発掘調査報告書』財団法人鳥取市教育福祉振興会,1994年
・馬山古墳群,北山 1号墳 『山陰の前期古墳文化の研究I』 山陰考古学研究所記録2,1978年
。上下129号墳 『上下古墳群発掘調査報告書 1』 北条町教育委員会,1983年
・屋喜山古墳群,倉吉市猫山所在古墳 『倉吉市史』1974年
・陰田第6遺跡SI-01『陰田』米子市教育委員会,1984年
。青木遺跡F ttSI-39『青木遺跡発掘調査報告書I』 鳥取県教育委員会,1976年

・尾高19号墳 『一般国道 9号米子道路埋蔵文化財発掘調査報告書W,尾高御建山遺跡,尾高古墳群』財団法人
蔦取県教育文化財団,1994年

第24図 -1 島根県内出土翡翠製玉類一覧表

NQ 名 称 。 所 在 地 種  別 遺 跡 の 概 要 物遺土出他のそ

1

柴尾3号墳 l主体部

(松江市上東川津町)

勾玉 l

係知 l回

古墳時代前期,方墳 (一辺10m)

第 1主体 :割竹形木棺

第2主体 :割竹形木棺

(第 1主体)鉄鏃 1

(第 2主体)刀子1

(周濠中) 土師器 (重奏類,高不,器台,低脚芥)

寺床 1号墳第 1主体部

(八束郡東出雲町揖屋)

勾玉 1

餘創 1陸)

古墳時代前期,方墳 K27.5× 223m)

第1主体 :割竹形木箱 (礫床)

第2～ 6主体 :土羨墓

(第 1主体)舶載斜緑二神三獣鏡1,鉄製太刀1,鉄剣 1,ヤ ス

状鉄製品3

(墳丘中) 鼓形器台,高邦 (小谷式)

臼畑古墳

(八束郡鹿島町)

勾玉 1

係御 1陸)

古墳時代後期,墳形不明

箱式石棺1(2.5× 0.4m)

(出土地点不明)鉄鏃2,銀環1,邦蓋3,邦身6,高芥蓋 1

駐 1

4

友四墳墓群AttSK-13

(松江市浜乃木)

勾玉 1

(未分析)

弥生時代後期,土羨墓

(2.2XO.9× 0.6m)

(墓羨中) サヌカイト製石鏃1,管玉13

出雲大社境内出土

(簸川郡大社町)

勾玉 1

係劉 I陸)

銅支 1

出雲市東林木町出土 勾玉l

(未分析)

畑中より出土

山本清氏からの教示による

な し

7

水田ノ上A遺跡

(美浅郡匹見町)

棗玉 1

管玉 1

自玉 1

縄文時代後期後半～晩期

集石 (配石)遺構

縄文土器 (北白川上層Ⅲ式,彦崎KI式併行)

有孔円盤形土製品,土偶2,土錘l,磨製石斧,磨石,石皿,石

匙,石鍾,石核,石鉄,蛇紋岩製管玉1,滑石製口玉3
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第24図-2 鳥取県内出土翡翠製玉類一覧表

No 名 称 。 所 在 地 種  別 遺 跡 の 概 要 物遺土出他のそ

1

面影山74号墳

(鳥取市正蓮寺)

勾玉 l

奏玉2

古墳時代中期,方墳 (20× 16m)

墳頂部に土羨墓4基 (木棺直葬)

(第 1主体)内行花文鏡1,碧玉製管玉30

(第 2～ 4主体)な し

(墳丘)重 2,高邦 l

2
面影山90号墳

(鳥取市正蓮寺)

丁字頭勾玉

1

古墳時代前期後半,方墳(11× 9m)

墳頂部に上嫉墓 1基 (木棺直葬)

(棺内)鼓形器台1,高芥 1,鉄製品2

(周漂中)土師器片

3

六部山46号墳第 1主体部

(蔦取市広岡)

勾玉 1 古墳時代中期,円墳 (直径約9m)

第1主体 :木棺直葬

第2主体 :埴輪棺

第3主体 :組合せ木棺

(第 1主体)高不1,碧玉製管玉9,ガ ラス小玉10

(第 2主体)な し

(第 3主体)壷 1,長頸壷 1

美和34号墳第 1主体部

(鳥取市美和)

獣形勾玉 1 古墳時代前期末,方墳(12.8X13m)

第 1主体 :木棺直葬

第2主体 :霊棺

(第 1主体)鼓形器台1,や りがんな1,茎部1,滑石製勾玉1

石錘 l

(第 2主体)珠文銃1,ガラス小玉40

5
古郡家1号墳   ・

(鳥取市古郡家字上山)

丁字頭勾玉

l

古墳時代前期末,前方後円墳(90m)

後田部に粘と跡1,箱式石棺2基

(粘土郁)八ツ手葉形青銅製品,鉄剣,碧玉製管玉

(箱式棺)重圏素文銃,長方板皮綴短甲

馬山4号填 (竪穴式石室)

″ (第 1箱式石棺)

(東伯郡羽合町上橋津)

丁字頭勾玉

1

勾玉 2

古墳時代前期末,前方後円墳C90m)

竪穴式石室1,箱式棺4,円筒棺

1～ 2,円筒埴輪棺2～ 5

(石室内)舶載三角縁三神三獣鏡1,紡製変形画文常四神四獣鏡

1,ケ製方格規矩鏡1,務製内行花文鏡1,務製変形三獣銃 1碧

玉製管玉1■ 石釧1ら 草輸石3,鉄剣1,直刀2,や りがんな2,

鉄斧1,鋸 1

(第 1箱式格)紡製変形環状乳神獣鏡1,碧玉製管玉5,直刀1

馬山13号墳

(東伯郡羽合町上橋津)

勾玉 2 古墳時代中魏 円墳 (直径約30m)

墳頂部に木棺直葬1

(墳頂部採集)紡製捩文銃1,碧玉製管玉5,鉄剣1,鉄斧1

北山1号墳第2主体部

(東伯郡東郷町)

丁字頭勾玉

1

古墳時代中期,前方後円墳(110m)

後円部第 1主体 :竪穴式石室

後円部第2主体 :箱式石棺

(第 1主体)碧玉製管玉1,短甲片27

(第 2主体)舶載記虎鏡1,赤めのう製勾玉4,水晶製勾玉1

棗玉1,碧玉製管玉67,斧頭 1,鉄刀6,不明鉄器 1

上下129号墳第 2号箱式

石憎

(東伯郡北条町島)

勾玉 1 古墳時代中期,方墳 (24× 18m)

墳頂部 :箱式石棺4,上羨墓2

東側墳揺 :箱式石棺3

周濠内 :甕棺 1

(第 1,3主体)な し

(第 2主体)高不,第 1

(第 4主体)奏片 l

(周濠中)重 1,甕 1,高不2,小型豆2,立甕片5

屋喜山5号墳

(倉吉市和田)

勾玉 1 古墳時代中期,円墳 (規模不明)

箱式石棺 l

詳細不明

屋暮山6号墳

(倉吉市和田)

丁字頭勾玉

1

古墳時代中期,円墳 (規模不明)

箱式石棺 1

小型窃製銃1,滑石製勾玉,めのう製勾玉,ガ ラス小玉

(倉吉市上神猫山)

勾玉 1 時期不明,日墳 (規模不明)

箱式石棺 1

小型紡製銃1,管玉l

中西尾 6号墳

(西伯郡淀江町中西尾)

勾玉 1 古墳時代後期 詳細不明

陰田第6遺跡Ы-01

(米子市陰田町)

勾玉 1 弥生時代後期後半,竪穴住居跡 土師器 (重,甍,高邦),不明土製品,不明鉄製品

青木遺跡F ttSI-39

(米子市青木)

勾玉 1 弥生時代中期後葉,竪穴住居跡 重1,魂 8,底部片4

尾高19号墳第2主体部

(米子市尾高)

角玉 1 古墳時代中期,方墳 (10X■ .5m)

第 1主体 :舟形木憎

第2主体 :箱形木憎

第3主体 :箱形木棺

(第 1主体)な し

(第 2主体)蛇紋岩製勾玉5,碧玉製勾玉12,緑色凝灰岩製管玉

4,蛇紋岩製管玉1,蛇紋岩製奏玉3,蛇紋岩製算盤玉1,蛇紋

岩製自玉6,ガラス小玉3

(第 3主体)故形器台1

(月濠内)蔓 1
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柴尾遺跡出土遺物観察表

NQ 出土地点 出土層位 種 別 器  種 法量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1
B-4区 第9層中 縄文土器 深鉢形 器厚 1.0 外面に粗い条痕,内面は不

明

内外面に煤付着

B-4区 第9層中 縄文土器 深鉢形 器厚 0.9 胴部下半で屈曲する 内外面に粗い条痕を施す 内外面に媒付着

B-4区 第 9層中 縄文土器 深鉢形 器厚 0.85 内外面に糧い条痕を施す 内外面に煤付着

4
B-4区 第9層中 縄文土器 深鉢形 器厚 1.0 胴部がやや屈曲する部位の

外面に刻み目を施す

内面に粗い条痕を施す 内外面に煤付着

B-4区 第9層中 縄文土器 深鉢形口縁部 器厚 0.6 口縁部はやや外傾して直線
的に伸びる

外面に粗い条痕,内面は調

整不明

内外面に煤付着

B-4区 第9層中 石器 石鏃 全長 2.5

厚さ 0.4

凹基無茎式,換 りはやや浅

く低三角形状を塁する

逆刺部を一部欠損する 黒曜石製

分析試料陥36889

A-4西 第4層中 石 器 石鏃 本二 2.5

厚さ 0.4

平基無茎式 黒躍石製

A-5西 SK-04 石器 石鉄 残存長 2.1

厚さ 0.45

凹基蕪茎式,鏃身部はくび

れ,快 りはやや深いものと

思われる

黒躍石製

分析試料No36892

9
A-3西 第 2層中 石器 石鏃 残F7長 2.0

厚さ 0.4

凹基無茎武,扶 りはやや深

く,鉄身部が若千くびれる
先端部および逆刺部を一部

久損する

黒曜石製

分析試料NQ36893

A-5西 第3層中 石器 石鏃 残存長 1.4

厚さ 0.3

凹基無茎式,換 りは浅く弧

状を塁する

先端部を欠損する 黒躍石製

分析試料NG36891

A-5西 第3層中 石器 石鉄 全長 1.4

厚さ 0.2

凹基無茎式,換 りは深くU
字形を塁し,鉄身先端部は

U字形に決れる

逆刺部を一部欠損する 黒躍石製

A-4西 第4層中 石器 石鏃 残存長 1.9

厚さ 0。4

凹基蕪茎式 扶りはやや浅

く低三角形状を塁する

先端部及び逆刺部を一部欠

損する

黒躍石製

B-3区 第2層中 石器 石鏃 全長 2.8

厚さ 0.45

凹基無茎式 換りは浅く弧

状を塁する

安山岩製

A-1西 第2層中 石器 石鉄 残存長 2.5

厚さ 0.6

凹基無茎式,快 りはやや浅

く低三角形状を塁する

先端部及び逆刺部を一部久

損する

黒躍石製

4号墳 南西墳裾表

上下

石器 石鉄 残存長 2.0

厚さ 0.3

凹基無茎式,換 りは深く正

三角形状を呈する

先端部及び逆刺部を一部久

損する

黒曜石製

A-3西 第ワ層中 石器 石鏃 残存長 1.6

厚さ 0.2

凹基無茎式,換 りは深く,
正三角形状を呈する,鉄身

部はややくびれる

先端部を一部欠損する 黒躍石製

A-5西 第3層中 石署 未製品? 残
=長
1.7

厚さ 0.2

押圧劃離痕が全面に見られ

る,石鉄の未製品か?

黒躍石製

A-4西 第4層中 石器 スクレイ′`一 全長 2.7

幅 4.5

厚さ 0.6

縦長割片の縁辺に押圧劉離

を施す

黒躍石製

分析試料h36995

B一 3区 第2層中 石器 スクレイバー 全長 4.4

幅 3.0

厚さ 1.3

縁辺に一部押圧割離が見ら

れる

黒曜石製

分析試料NG36890

B-4区 第9層中 石器 剣片 全長 1.9

幅 1.5

厚さ 0.3

黒躍石製

A-4西 第10層中 石器 劉片 全長 2.4

幅 2.1

厚さ 0.45

黒曜石製

分析試料No37009

A-5西 第3層中 石器 使用戻ある知

片

全長 2.8

幅 3.0

厚さ 0.7

創片の縁辺部に使用痕と思

われる磨減痕がある

黒曜石製

3号墳 墳頂部表土

下

石器 石核転用石器 全長 8.1

幅 3.7

厚さ 2.0

黒曜石製

A-4西 第4層中 石器 敲石 鋲  12.5

幅 4.8

厚さ 3.3

両端に散

“

痕あり 材質不明
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Na 出土地点 出土層位 種 別 器  種 法量(clm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

A-6区 石器 石鉄 全長 4.0

厚さ 0.8

円基鉄,逆刺を持たず基部

は丸い

黒曜石製

分析試料No36880
A-4区 第4層中 石器 石鉄 全長 2.8

厚さ 0,4

凹基無茎式,換 りは深くU
字形,逆刺先端部は平坦

黒躍石製

分析試料睫36879

A-4区 SK-01 石器 石銭 鋲
騨
2.1

0.25

平基蕪茎式,素材錮片の緑

部のみに調整を加える

黒躍石製

分析試料腱36885

A-4区 SK-Ol 石器 言鏃 銀  1.95

厚さ 0.25

平基無茎式,素材劉片の緑
部のみに調整を加える

黒躍石製

分析試料No36886

A-4区 第4層中 石器 石鉄 全長 1.8

厚さ 0.45

凹基蕪茎式,決りは深くU
字形であるが不整形

黒躍石製

分析試料聰36887

A-4区 第3層中 石 器 石鉄 残存長 1.4

厚さ 0。 3

凹基蕪茎式,扶りはやや深
い,久損品

黒曜石製

A-5区 石器 石鉄 残存長 1.1

厚さ 0.25

凹基無茎式,換 りは深い,
逆刺の先端は九い

黒曜石製

A-4区 第4層中 石器 石鉄未製品 全長 2.9

厚さ 0.5

素材錮片の縁部に部分的な

調整が見られる

黒躍石製

B-5区 石署 スクレイパー 全長 2.8

厚さ 0.45

幅 2.3

索材割片の先端部に片面の

みから調整を加える

黒曜石製

分析試料陥36882

A-4区 第2層中 石器 スクレイ″ミー 全長 3.9

厚さ 1.5

幅 4.7

素材劉片の先端部に調整を

加える

黒躍石製

分析試A・No36881

B-5区 石器 使用戻ある剥

片

全長 2.8

厚さ 0.45

知片の先端部に使用痕が見

られる

黒躍石製

36

A-5区 第2層中 石器 スクレイパー 全長 2.7

厚さ 1.0

幅 4.5

素材錮片の先端部に調整を

加える

黒躍石製

B-5区 石器 使用痕ある割

片

全長 3.3

厚さ 0.8

錮片の録部に使用痕が見ら

れる

黒躍石製

分析試料Na36998

A-6区 第3層中 石器 スクレイパー 全長 4.7

厚さ 1.2

幅 7。 7

素材割片の縁部及び先端部

に調整を加える

黒躍石製

分析試料陥36884

A-5区 第2層中 石器 スクレイ′く― 全長 5.0

厚さ 1.8
・
幅 6.7

素材割片の緑部に調整を加

える

黒躍石製

分析試料聰36888

B-6区 石器 スクレイパー 全長 7.0

厚さ 1.3

幅 6.5

材製石斧の転用品か? 安山岩製

3号墳 南側周濠中 土師器 舞 口径 26.8 口緑部は外傾する複合口縁

端部は平坦面を持つ,稜は

やや鈍く横方向に伸びる,

肩部はなだらか

口縁部内外面ヨヨナデ,肩
部外面に波状文,刷毛目胴

部内面にケズリを施す

3号墳 北側周濠中 土師器 重 口径 20.0 口緑部は直立気味に立ち上

がり端部付近で外反する複

合口緑,端部は平坦面をも
つ,後は斜下方に伸びるが
鈍い,肩部はなだらか

口縁部内外面ヨヨナデ,肩
部以下外面に横方向の刷毛

目,頚部内面に指頭圧戻が

残り,頚部以下内面はケズ

リを施す

口縁部及び肩部外

面に一部煤が付着

3号墳 SD-01 土師器 重 口径 21.5 口禄部は外傾する複合口縁,

端部は平坦面を持つ,稜は

鈍い,預部は長く肩部はな

だらか

口縁部内外面ヨヨナデ,預
部外面に1条の沈線と綾杉

状の沈線,肩部外面に横方

向の刷毛目が残る,頚部以
下内面はケズリを施す

風化が著しい

3号墳 墳丘西側斜面 土師器 重 口径 21.3 口縁部は外傾する複合口縁

端部は平坦面を持つ,稜は

斜下方に伸びるが鈍い,頚
部は長い

口縁部内外面ヨヨナデ,預
部外面に1条の沈線と員殻

腹縁による綾杉状の刺突文

を施す,預部内面に指頭圧

痕が残る

3号墳 北側周濠中 土師器 霊 口径 23.7 口縁部は外傾する複合口緑

器厚は薄く端部は丸い,顔
部は長い

口縁部内外面ヨヨナデ 風化が著しい
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NQ 出土地点 出土 層 位 種 別 器  種 法量(clll) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

3号墳 SD-01 土師器 壼 口径 17.5 口縁部は外傾する複合口縁

端部は平坦面を持つ,稜は

鈍く横方向に突出する

口縁部内外面ヨヨナデ

3号墳 南側周濠中 上師器 重 口径 19.3 口縁部は外傾する複合口縁

端部は平坦面を持ち外方に

拡張する,稜は鈍く横方向

に突出する

口縁部内外面ヨヨナデ

3号墳 南側周漂中 土師器 発 口径 16.3 口縁都は直立気味に立ち上

がり端部付近で外傾する複

合口縁,端部は丸い,稜は

鈍く横方向に突出する

口縁部内外面ヨヨナデ

3号墳 東側周濠中 土師器 故形器台 筒部外径

10.6

口縁部は外傾する,筒部は

短く稜は鈍い

調整不明 風化が著しい

3号墳 東側周濠中 土師器 低脚邦 脚部は低く「ハ」字状に開

く

調整不明 風化が著しL

3号墳 東側周濠中 土師器 低脚不 脚部はやや高く「ハ」字状

に開く

調整不明 風化力t著 しとヽ

3号墳 北側周濠中 土師器 高不 脚部は裾部で屈曲して大き

く「ハ」字状に開く,筒部

及び裾部に径3 mnの小孔を

施す

調整不明 風化が著しし

3号墳 東側周濠中 土師器 高杯 脚部はなだらかに「 ′

状に開く

」字 筒部外面に縦方向の刷毛目

筒部内面下半にケズリを施

す

3号墳 南側周濠中 土師器 高不 脚部はなだらかに「 ハ」

状に開く

字 筒部外面に縦方向の刷毛目

を施し,後横方向にミガキ

を施す,内面はケズリ

3号墳 第1主体棺内 石製品 勾玉 全長 4,7 胴部幅 1.5

胴部厚 1.3孔径 0.5
孔は両面穿孔 乳白色に透明感のある淡緑

色が縞状に混じる,光沢が

あり硬い

翡筆製

3号墳 第 1主体棺内 鉄製品 鉄鉄 ? 残存長 4.6

最大幅 8.5

鉄身は無関で逆別は付かな

い

鉄身部のみ残存

3号墳 第2主体棺内 鉄製品 刀子 み朗学長 4.8

最大刃幅 1.5

関部は片関 切先部及び茎尻部

欠損

3号墳 墳丘荒掘中 石製品 磨石

需曇涯:亀X4.21毎盤ほ奪
痕のやうな使灰白色を呈する 材質不明

4号墳 北側墳裾 土師器 致形器台 口縁部は外傾し稜は鋭い 調整不明 5号墳出上No22と

同一個体の可能性

あり

4号墳 南側墳裾 須忘器 壺or憂 器厚 0,8 外面平行タタキ後カキロ内

面同心円状あて兵痕残る

5号墳 西側墳裾 須恵器 壷or莞 器厚 0.7 外面平行タタキ,内面あて

兵痕擦り消し

5号墳 西側墳据 土師器 致形器台 筒部外径

12.2

筒部は短く,稜は鋭い 調整不明 風イしが著しし

5号墳 西側墳据 上師器 高邦 脚部径 6.2 外部と脚部の接合は円盤充

填による

外面ヨコナデ,内面は調整

不明

風化が著しヽ

5号墳 西側墳裾 土師器 低脚邦 脚部径 3.6 脚部は低く「ハ」

く

字状に開 調整不明 風化が著しL

5号墳 西側墳裾 土師器 低脚邦 不部及び脚部の形態は不明 調整不明 風化が著しt

5号墳 西側墳裾 土師器 低脚外 脚部径 5.8 脚部はやや高く「ハ」字状

を呈する

芥部内面ナデ,その他調整

不明

風化が著しし

5号墳 西側墳裾 土師器 低脚邦 不部及び脚部の形態は不明 調整不明 風化が著し彰

5号墳 西側墳裾 土師器 低脚邦 脚部径 4.0 外部に径8 unの円孔を穿つ

脚部は「ハ」字状に開く

調整不明 風化が著しヽ

5号墳 西側墳裾 土師器 低脚邦 脚部径 5.5 不部に径4 HEの円孔を穿つ

が貫通しない

調整不明 風化が著しい
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PL-1

柴尾遺跡、柴尾古墳群遠景 (東方より)

柴尾遺跡調査前近景 (南方より)

テ|― :|||「―‐..,|― |■〕|1捧転崩
A-5東西セクション

一

．幹

Ц
一　
　
　
．

一碑
一〔
　
・ｉｔ

ヽ
　

＼

柴尾遺跡 (石器生産地)全景 (北方より)
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PL-2

A-4西区東西セクション B-4区東西セクション

B-4区縄文土器包含層 A-5区東西セクション

子攀 !.1欝IIIⅧ

SK-01(平成5年度調査)A-5区完掘状況 (西方より)

SK-03
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PL-3

SK-04

柴尾3号墳周濠検出状況 (東方より)

,撃
■41
1■■1

，すかれ鸞
1,I● =1韓 ―

!́■纏ヤむ転1登歩夢
=

柴尾3号墳周濠完掘状況 (東方より)

■|:

■|ォ

柴尾3号墳南側、東側周濠 (南東よ
'ブ

)

 ` .   卜|!  ‐  i  !■ ■
―

柴尾3号墳北側周溝 (西方より)

ヽ
十
一

|●I

I士■

|IIIII葉|:|:▼|:
柴尾3号墳東側周濠 (北方より)

．一・．・一一〔
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・・・
一
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PL-4

TIIli導纂|II I lilll11111
柴尾3号墳北側周濠遺物出土状況 (No.42)

王
=韓
■「導 蛍ヽ ■学11‐ |■(■亙 ,:I I―

ir i

柴尾3号墳北側同濠遺物出土状況 (No 45)

SD-01遺物出土状況

||ュー|■

挫11‐

―

||||■|
(北方より)(北方より)
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柴尾3号墳墓墳内木棺痕跡検出状況



基義鑢議
=斑 4為

柴尾3号墳第1主体部東西セクション

鞠Ⅷ緯學呼甲琴 1髯||
柴尾3号墳第2主体部東西セクション

柴尾3号墳棺内半掘状況 (北方より) 柴尾3号墳棺内半掘状況 (東方より)

柴尾3号墳主体部完掘状況 (北方より)

柴尾3号墳完掘状況 (東方より)
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PL-6

B-3,4区 柴尾6号墳 (北方より) 柴尾6号墳完掘状況

柴尾4号墳南方セクション 柴尾4号墳南方セクション (東方より)

柴尾4号墳主体部検出状況 (北方より) 柴尾4号墳主体部完掘状況 (北方より)

柴尾4号墳完掘状況 (北方より) 柴尾5号墳北方セクション
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PL-7

柴尾5号墳北方セクション (主体部)

柴尾5号墳主体部セクション (東方より)

柴尾5号墳主体部完掘状況 (東方より)

準■手|
_| .|デ 7.誓甲

柴尾5号墳主体部完掘状況 (北方より)

柴尾5号墳完掘状況

Ⅲ■|■ ■■

(北方より)
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柴尾5号墳完掘状況 (南方より)
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柴尾遺跡出土遺物
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15

羹―崇
16

PL-9

偽

一　
　
知

柴尾遺跡出土遺物
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PL-10

柴尾3号墳出土遺物
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59

柴尾3,4,5号墳出土遺物
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